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                                Ab;stract.

              On  tlie Buildiii.cr of  IVh:iling Tanker  
"Nisshiii

 Maru."

                     By  T, "forimot･o, JN'eaal'ttshi, Jfirmber.

   The  antai'ctic  whaling  t･anker, "
 Ntssltin ]Iaru 

"
 (22,OOO tons dead"'eight) was  suecess-

ful]y built on  28t･h Sept. '36

 by the  Kawasaki  Doekyard Co., Ltd., Kobe, in the reeord

of  only  216 days f]'exn laying de"u  of  t･he keel t･o tlie delivery to )Iessrs. TaiyQho.',.ei

Kabushiki  Kaisha.

   [I]he vessel  is t･he largest tanker  of  it･s kin(l eyer  built in Japan, and  tl]e iollowin.q,

dates indicat･c the  extraordinai'y  speedy  progL'ain at  whicli  she  was  built in sucha  shert

period,

        The  contract  sig'ned  2Sth, November,  1935.

        The  keel laid 26th, Febvuary,  1936.

        Tlie launehlng 1st, Aug. ust,  1936.

        Tlie official t･rials 14th, Septeniber, 1936.

        The  De]iyei'y ?8Ui, Sreptember, l93S.

   [IJhe]e syc]i'e Jna･ny  cliMculties which  they  had to overcome,  such  as  : dificult construe-

tien on  all  ordinary  building slip  not  well  arran:  ed  witli  up-to-date  erane  equipments,

unusual  sliort  t･ime limit of  construetton,  ancl  hardsbip of prompt  collection  oi inaterials,

et･c.

   Tl]ey laid dowll therefore a  st･riet  schedu!e  so  as  not  t･o clelay the de]ivery and  by

goea  luck, it "'as  fait･hful]y obeled  by the men  of  all  depaTtniellt･s of  the DockyRrd  Co.

   Combined  wit-h  the  niut･ual  eo-opet"ation  of  all  men  and  proper  supp]y  of  all  necessary

materials,  t･he schedule  "'as  vevy  satisfactorigy  earried  Qut  in .frood  order,

   en  t･Iie other  hand, speeial  attention  was  also  pa.id t･e t･he xyorkin./ hoTirs as  wel}  as

]abour  shifts  so  that  t･he woi'kmen  should  not  be overworked  either  mentally  or  pbysical]y,

   Thus  t･1ieir earnest  efforts  have at  last pro[]uce:1 good  results  wit･h  such  an  epoch-

making  ]'ecord  ef  spee  ly ship  building. which  has never  been  expeTienced  in t･Iie wovld.

   In addition,  this vessel  adopt･ed  the 
"

 Isherwoo:l  Bvacketless syste]n,  
"

 the simplieity

of  which  has proved  a  good  effect  upon  such  a  quick ":ork  as  
"Nisshin

 Maru."

   The  principal dimensiens are  as  fol]ows :

        Leng. th over  all･････････････････････.･,･.-...･,･}･.-.-,･-･･  ssor-o',

        Length  bet"'een perpendieulars･li･.･.･.,.･･..-d･.･`,.･.･,･- s3s'-o''

        Breadth moulded･･･････-･･･-･･･,･.･.･.･,･+ny.･.,.･,･,..･.････74'-O''

        Depth  moulded  t･o upper  deek･････,.･.･･･-.,･L.,･-･,･,･･-･･ 4sr-g''
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　近時世界に於 け る捕鯨界 の 大勢は遠洋工 船捕鯨時代とな り．諾英 2 國に て も毎年南 氷ge上 ic　20 餘

隻 D 鯨工船 を迭 つ て ゐ る の で あるが 、我 國は僅か に 昭和 9年初め て 圖南丸 の 南極進 出を見たの に 過 ぎ

な い 駄態で あ つ た D

　然 るに昭和 11 年 9 月林兼商店が 優秀 な る國産鯨工 船 日新丸 を薪造 し
、 南氷洋制覇に 乘出した事

は 、工 業 日本 ．水 産 日本 の 爲 ．誠 に 喜ば し き限 りで あ る
。

　茲に 簡單に本船建造 の 經緯 を逋 ぶれ ば 、最初林象 商店は昭和 11 年
CJ

月末迄に完成すべ く、英國某

造船所 に 之が 建造方を問合せ た所．滿足 な る解答を得す、一時此 の 企 を斷念して ゐた の で あるが ．昭

和 10 年 11月 21 日我 川崎造船所に 依頼 され る事に な つ た の で あ る。 茲 に於て 同 11 月 23 日國際

電話に 依 り 、 英國の Furness 　Shipbuilding　C   ．　Ltd．に 、　Sir　James　Clark　Ross 號 の 圖面讓渡方を

交渉 し、そ の 應諾 を得た の で 、我肚に 於 て は次 の 3 大事項 に重 點 を置き 、 國家的見地 よ り固V ・決心 を

以 て
、 同 11 月 28日本船の 建造 を引受けた次第で ある。

　　（1 ） 急速建造 の 訓練をな し、且 つ 其 の 資料を採つ て 置 く事 。

　　（2 ）　一朝有事 の 際は ．油艫般又 は 工 作船 と し て 使用 し得 る事 。

　　（3 ） 南氷 洋 へ の 經濟 的進出は國家的事業で あ る事 。

　斯 くし て 技師が 歐洲 へ 急派 され 、 型鋼材及 Hartlnann 　inaehine 等 を獨逸 へ ．
一

方内地 に 於 て は 日

本製鐵及川崎製鈑へ 、夫 々 鋼材が急註 され た の で ある。

　昭和 10年 12 月 14 日農林省か ら假 許可 の指令を受け、愈 よ積極的に 諸般の 準備に着手 し た の で あ

る が 、我杜 の 内部 に 在 りて は 、協カー致 、魯肚 は勿論本邦造船界の 名譽 の 爲に ．急速建造世界記鎌 を

目指 し て 一路邁進之に 當つ た の で ある 。

　幸に し て 天候に も惠まれ ．又諸 官廳 を始 め直接 間接に 關係ある諸方面の 援助 を得て 、所期の 通 り之

を無事完威 した次第 で あ る。

　茲に 本船 の 特 異點 を紹介 し 、同時 に 之が 建造過 程 を、主 と し て 船殻工 事に 就て 、御報告致した V・ と

，曽ふ 。

N 工工
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鯨 工 紺 囘新丸 の 建造 kC就 て
、 森本猛 夫 1里1

2． 構 造 と 其 の 特 異 點

　本船 の 主 な る特異點を中述 ぶ れ ば 、先づ 船體構造 と し て は 、油稽部 に Isherwood　BrRcketl，　ss

SJstem が 探 用 され 、又 流氷 の 間 を航行す る 關係上 、耐氷構造 とな つ て ゐ る 。

　而 し て 上 甲板齷部に 、鯨を引揚げ る爲 skidwny が あ り、また之 を解 剖料理 す る爲 、廣 い 上 甲板 が

所謂解剖 甲板 と な つ て ゐ る 。

　更 に鯨油 を製造する工 場を有 し、そ の 内部には複雑な製 油裝置が裝備 して あ る 、

　本船 は出漁の 際．大 部 分 の 油槽に 重 油 （本船及 eateher 用燃料油 ）を積込 み 、之 を淌 費す るに 從つ

て 、順次 油槽 を洗滌 して 、鯨油を積込む段取 りで あるが 、油槽内に 少 しで も重油が 殘つ て ゐ る樣な事

が ある と．鯨油と して の 價格を著し く低下 す る結果 とな る の で 、tank 　cleaning と云 ふ事 は鯨ユ 船 に

取つ て は ．重要 な問題で ある ⊃

　　　　　　　　　　　　　　　　　（a ） 船　體 概 　要

　本船 の 主要寸法 を示 せ ば ．次 の 通 りで ある。

　　　　　　 全 長 　 55σ一b ’，

　 （16ア・64em）．

　　　　　　 長 　（垂 線 間 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　535，− OF，

　　　　　　　　　　　　　　　 （工63・0701n）

　　　　　　 幅　　　　　　　　　　　　
・
　　　　　　　　　　　　　　74’− 0’，　　　　　　　　　　　　　　　（雪2．555ni）　　　　．

　　　　　　深（上 甲板 梁 上 迄）　　　　　　　　　 48’− 9’，

　　　　　　　　　 （14・860m ）

　　　　　　 滿 載 ll乞 水 　 　 　 　 　 34「− 2％，’
　 　 　 （10・415nl）

　　　　　　 排　　　　　7k　　　　　量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32，075T 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32，5901｛．T ．）

　　　　　　 總 　　　　既頓　　　　數　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16P764

　 　 　 　　 　 純 噸 數 　 　 　 13，350

　 　 　 　　 　 重 　 量 　噸 　數　　　　　　　　　　　　　　22，000T　　　　　　　　　　　　（22，19D　K ．T 、）

　本般は鯨工 船 として 設計された もの で あ るが ． 叉油艙船として 使用する場合 もあ る の で 、 構造其他

の 設備 も兩者 ic　muす る樣 に な つ て ゐ る 。

　中央部第 2 甲板以下 は 、鯨油 を積載す る爲め ．
2 つ の縦隔壁 と 14 の 横隔壁及第 3 甲板 とに 依つ

て ．・15箇 所 の 油槽に仕切 られ 、油槽部の 前後端 に は c　ifferdam を有 し．油槽部 の 中間 の 處に 2 つ の

喞筒室が ある 。

　前後部 の 構造 は普通の Trallsve1’se　system で あ るが 、油槽部 は Isherwood 　Bracketless　sJs しell1 で

あつ て 、そ の 要點は次 の 如 くで ある
。

　（1 ） 縦通材は少 し く丈夫に な つ て ゐ て ．そ の 兩端 の 肘 板 を省略 し て ゐ る
。

（底舒縦通材 17”

溝型

　　　　材）。

　（2 ） 横隔壁聞の 2 つ の 横材の 位置は大髓 7− 10− 7 の 割合 に な つ て ゐ る （δ
’− 1112”

，
11’− CJ”

，
8’

　　　　司 11
ノ）。

又 横材は張大 に な つ て ゐ て 、corner 　bracketを殆ど省略 し て ゐ る 。

　（3 ） 縱通材と外板（又 は第 2 甲板 ）との 取合は 、横材 の 附近 よ り兩端迄鋲 心距 を細か くして ゐ る 。

　　　　倚底部縱通材に は其の 兩端 に back　bar を附 して ゐ る。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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巳塾． 講 演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （4 ） 横隔壁の 所に外板の

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 outer 　stTake の butt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 を置 き、long　 ove ・−

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lap （7
！− 0，，

，
10’− 6”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヌ．は 15’− G”
） と な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し，inuer 　stTake に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 沖　 1　 図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2重張を附 して ゐ る
。

　　　　（但 し第 2．第 3il］板及縦隔壁と取合ふ s七rake 及彎曲部 の strake を除 く）。

　　　　第 2 甲板 も大體同 じ樣式となつ て ゐ る 。

　　　　　〔參考 ：
一

無肘板式構造 （造般協會雜纂　第 53 號　大 正 15 年 8 月發行〕

　上述 の 如 く無肘板式で あ つ た か ら、船體建造上 非常に 手 數が 省 け 。水壓試驗 の 際 も漏水 少 く有利 で

あつ た 。 〔若 し無肘板式で な い と すれ ば 、約 3
，
roO 放（重量約 2SOT ）の 肘板 を必要 と し．工 事上 相當

困難 を感する事と思ふ 〕。 夊 構造が簡單で あ るか ら、tank　cleaning の 黒占か ら も好都合で あ る 。

　次 に耐 氷構造 は下 記 の 遞 りで あ る 。

　 （1）　肋　骨

　　　船材 よ り船長の ］5％ の 距離迄，（第 2 甲板以下）上下 に 固着の ない 中間肋骨が追加さ れ て ゐ

　　る 。 （中間肋骨は舶隔壁 よ り舶材迄は 7”
× 311〆

’

×・42ttB ．A ．
． 舟首隔壁 よ り麗は正肋骨 と同寸法の

　　 もの を使用 して ゐ る）。

　（2 ） 外 　板

　　　水線附近 の 外板 2枚通 りの 厚 さを檜 し、舶部に 於て 最大 1・OO”
の もの を使用 して ゐ る。

　 （3 ）　舵及操舵裝置

　　　舵頭材の 直徑 を約 1U，％ 増 して ゐ る （徑 16｝ん
”

）。

　（4） 推進軸

　　　推進軸の 徑 を 5％ 以 上壗大 し て ゐ る 。

　上 甲板が 強力 甲板 とな つ て ゐ て 、そ の 鯤部に は鯨を引揚げ る爲に 幅 18「一一〇’t
の skidway を設け 、

その 後端 の 外 板に は 18t− ・O”

× 16’− O”

の opening が あ る 。 省 skidway ． の 兩側に あ る縦隔皸 は機械

室園壁となつ て ゐ る 。

　上 甲板 は所謂解剖 甲板で
、 廣 い space を必 要 とす る 關係上 、 叉 濃霧 の 多 い 海洋を航行す る 關係上 ．

本船 は特 に船橋褸 を舶樓 甲板上 に建 て L ゐ る
。

　解剖甲板 は鋼 甲板の 上に普通 の木 甲板 を張 り、更に 其の 上 に 爼板 と して 厚 さ 3”

の 北海松 を 二 重 に

張 つ て ゐ る 。 此 の 二 重 張は鯨 を解剖料理する 際損傷され易 き爲、至極簡單 に張替 へ られ る樣 spike で

止 め て ある 。 併 し skidway は二 重張 と せす 、艇端 よ り SO’− O’

は南洋堅材 コ ーワ を使用 し て ゐ る
。

　　　　　　　　 　　　　T 尺

「
B壁

闢3
了凡凸 幽 5
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鯨 工 船 日新丸 の 建造 に 就 て
、 森本 猛 夫 塑

　土 甲板中央上部 に platform が設 け られ ．夫れ に 40 噸汽動揚鯨機 2 臺及 5 噸汽動揚貨機 8 臺

が据付け られ 、此 の platform 下の 兩側に淨油工 場 （右舷）及鍛冶工 場 （左舷）が 配置 され て ゐ る ．

　 煙突 は skidway の 雨 側 に 立 つ て ゐ る
。

　油槽部 は船長 の 約
3
ノ、 を占め ．之 と同範 圍 の 第 2 甲板に製油工 場が設 け られ、deek　he三gh 七が 特 に

高 くな つ て ゐ る（13L6
”

at　eenter ．　 14
’− 6”

at　side ）。 此の 工 場内には一
切隔壁を設けす、上 甲板 を

支 へ る爲め油槽内縱隔壁 の 上 に組立支桂 を立 て 、その 1
−
ff間に油槽内横隔壁 の 上tc於 て di昆g ・na1 （12

”

X4
’「

× 4’t
×
・5S”

溝 型材） を設 け て ゐ る。

　居 住匝劃は前後部 に 配置 され 、31ア 名 を牧 容する 樣 にな つ て ゐ て ．夫 々 煖房設備の 點は 充分 考 慮 さ

れ て ゐ る 。

　操舵裝置 と して は ，川 崎式 telemotor 及 50 馬 力 Heleshaw 式電動油壓喞筒 を便用 し て ゐ る 。

　 甲板機械 と し て は 、次表に 示 す通 lpで あ る 。

名　　　　稱 1齷 ・ 艘 蒸氣壓 力
」
　 力　　 量 臺　數

汽 動 揚 錨 機
ll3201nm

× 360mm13kg ！cln2120 馬力 1

汽 動 揚 貨 機 12 グ × 12 グ 〃　 　　〃 40噸 2

〃 11 〃
× 16 〃 9　　〃 15 グ 1

〃 8 〃 x12 〃 〃　　 〃 5 ” 22

〃 7 ク x ヱ2 ク 〃　 　　〃 5 炉 1

汽 動 車 地 機 ユ2 グ x 玉0 〃 〃　 　 〃 10 〃 2

〃 6 グ × 5 グ 〃　　　〃 2 ” 4

　 揚貨機 の 大部分は鯨引揚及解

剖 の 際使 用され る の で ある 。

　荷揚裝置 と し て は 、％ 噸 、2 

噸 ．ユ5噸 、10噸 、 5 噸 derrlck

boom 各 2 本宛あ り、登 部熔接

鋼板製 で 、25 噸 、20 噸 ．10 噸

の もの は解剖 に も使用 され る事

に なつ て ゐ る
。

　通風裝置 と して は ．居住區劃は 自然通風で 、製油工場は排氣用 と して 5 馬 力軸 流電 動 遑風機 2

台．N 〕
’
eceiving 　tank に は排氣用 ］0 馬 力 多翼型電動逡風機 2 臺が設備 して ある 。

　油槽關係の 諸管裝置は 、
一般 の 油艙船 と大體同樣 で あ る が 、異つ て ゐ る の は ．徑 12”

の 鯨油管及

載貨油管が 別 々 に あ つ て 、各 喞筒室 に力量 250 噸 の 鯨油喞筒及載貨油喞筒 を各 1 臺宛備 へ て ゐ る1

で あ る 。 〔徇各喞筒室に 遑風機 （250 皿
3
！皿 in） を各 1 臺宛設 備 され て ゐ る〕，

　油槽 の 防火 裝 置 と して 、F 】ue 　gas　syste ・n が採用 され て ゐ る 。 外 に tank 　cleaning 用 steam ｝llg 　out

pipe （徑 111z ”

） を備へ て ゐ るか ら、之 も淌火裝 置と して 用 ぴ られ る譯で あ る。

　乘組 員約 470 名 （eatcher を含む）の 糧食貯藏 の 爲 ．後部 tZ肉庫 （容積 2
，
548 立方り⇔ 及野菓庫

（容積 ？・　，307 立 方呎 ）を 設 け、機械室内 の ユ0 ，000B ．T．U ．　 Sabroe 二 段 多效式炭酸瓦斯冷却機 1 驀

に 依つ て 冷却 され る事 に な つ て ゐ る 。 徇本船 は冷凍野菓 も積込 ん だ 筈 で ある 。 火藥 庫は 最麗 の 爾舷 に

あ つ て
． 黒色火藥．無煙火藥等 を冷藏 して ゐ る 。

　 また鯨工 船 の 特 色は 、大量の 眞水 を必 要 と す る 事で 、製油工 場丈で も 1 日 250 噸 乃至 300 噸 の

眞 水 を要す る の で ある 。 依 つ て 本船に は優秀 な る 造水裝置が施 され て ゐ る 。

N 工工
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機關室は後部 に あつ て 、そ の 主な る機械 は

（】） 主 　　　　　機

（
t，

） 補 助 ヂ ーゼ ル 機

罐

器

器

汽　

發

溜

助補

蒸

蒸

、
♪
　

　
）

3
　

4

（
　

　

（

川 崎MA 口 D
，
Zu 　

eOX9
。 2 サ イ ク ル

　複勦 無氣噴油

川 崎
」 KW6Vu 　

se
！ss　4　　 〃　　 單動無 氣噴油

（但 し發 電 機 潤 力 300KW ）

片而 筒型 用 戻管式 （4，200mnlxl ，000mm ）

、Veir　式 　　　　　@ 毎日　　100　　

IVeir 式　 　 毎日18

ﾓ （ b ） 引 揚 及 解

裝
置

6 ，0
馬力 4

馬力

1 基

3 基

4 罐

4 箇

1 箇 　 本船 は8 隻のcataher を 引 蓮れ て ゐ る の であ るが、　eateher は 鯨を射止め た 後直 ちにそ

體内へ 壓搾 室 氣 を 注入し、 沈ま ぬ樣にしてt 本 船の艦 部 へ引 張 つて 來 る。 そこで鯨を skidway

ら 上甲板 へ引揚 げ．解 剖料理ap 上．脂 肪皮は Hartrnann 　maehine へ、骨 （叉は肉）はpressUre 　 bo

er へ入 れ て 製 油 す る 事 に

つてゐる。 　引 揚及 解剖作業の 大 體を 述ぶ れ ば、先づ鯨 尾を skidWay の 後 端へ引 込むの である

、之には後部 端艇 甲板前端り platfOrm に裝備された 10 噸連 結 揚 貨 機 を
使 用 す るの で ある。次に各處

derniek boom 及船尾の 5 噸 揚貨機（ 中央 の
もの）を 利 用して、　elaw と 稱する鑄 鋼製 鯨

鋏（重量 約2 噸 ） を 前部 上 甲 板 より鯨尾 の 所 へ運 ん で 來る。そ こ で 船尾の 5 噸揚 貨 機2 蚕 （ 兩

の も の ）を用ぴて、 2 つ の rope 　h ・ 1e よ り 2 本 の wire を 下 して、互 に調 節し なが らclaw を

り 上 げ ると鋏が開 く。 而 し て鯨 尾 を確 か りと 擱むのである ，夫れから上 甲板 中 央 上部 pla 七 f ・ r

繧 ﾌ40 噸揚
鯨機

2 臺を 用 ひ て、（； s 「 wire に て 之 を 後 部

甲板 へ引揚げるの である 。 　次は 解剖作業 で あるが、此 の作業には 附近の 5 噸 揚貨 機及2噸 車

機を利用 し て、大 き な薙刀の 樣な 庖 丁 で
． 迅速に解 剖 料理をするので ある 。先 づ最 初に脂 肪 皮

剥 ぎ 取り、 大體1呎 角位 の大さ に切り、Hartmann 　 maehille の楕 圓形投 入 口より 投込み、鯨 骨の一部は

舷のbone 　 saw （汽 動 鯨骨 截 断 鋸） で截 斷して、大儺1 呎牛角位の大さにし て ．pressure 　bo

er の
楕

形投入 口 より 投込 むの である。 　更 に殘 り の鯨 體を、上甲 板最艦部 に据付 けられ た15 噸 揚

機で ． 前部上 甲板へ引 込み ．ここ で叉 鯨 骨 の大 部分を 兩舷 にある bone 　 s 乱w で 戳 噺し． 殘りの脂

皮 も切 斷して 、 前述 の逋 り處理し． 殘 餘

臓腑 は 舷側より海中へ 投棄するの であ る。 　此 の引 揚及 解 剖作 業は、 夜間に も行はれ る關係上、 上甲板に

照明 裝置とし て． 投 光 器 （

0Watt ） 10 箇が設備されてゐる。 　 　

　　 　　 　　　　　　 　　 　　（c ） 製油 裝置

@ 製油工 場 内裝備 の諸 器 械は 下 記の通り で あ る 、 　 1 ． Ha

mann 　 machine 　 　　　　　　 6… 基 　
　
25

馬

、容量
7
・ 5 噸 ． 使 用 蒸 氣 壓力 約3kg ， tcm2N 工 工一
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鯨 工 船 口新丸 の 建浩 に 就 て 、森本猛 夫 型

　　本機 は工 場の 前部 に 2基．後部に 4 基配置され 、脂肪皮 〔blubber）よ り油 を製造する もの で ，

　 extractor 　1 、　 charg 三ng 　d】rum 　2、　separator 工
、　reeeiver ユよ り成 り、内部 7） stirring 　apparat

’
ε

　 は 65 馬 力直流電動機 （4 臺 ） に 依 つ て 囘蒋 する の で あ る 。

2． Pressure　boiler　 　 　 　 26 基

　　直徑 8L9 ”

、高 さ 9’− 9”

．使用蒸氣壓力約 4kg ！（ lnLb

　　本罐 は片舷に 13 基 宛配 置 され ．主 と し て 鯨骨 よ り油 を製造 ず る もの で あるが ．之 に 特 別 の 裝

　置 を施 して 〔3 罐の み ）肉 よ り油を採る事 も出來る樣 に な つ て ゐ る 。

3．　Conveyor　　　　　　　　　　　　　　　　　　2 基

　　pressure 　boiler の 前 に belt　conveyor が 裝備 され て ゐ る 。
　pressure　boiler の 掃除 口 よ り取 出

　された殘滓は此の conveyor に 依 つ て 中央部 に邏 ばれ ．更 に apron 　conveyo ，．に て 排出口 よ り舷

　外 に捨 て られ るの で あつ て 、此の eonveyOr は前記 の 65 馬力直流電動機 に依 つ て 囘轉す る の で

　 あ る 。

4．　Receiving　tank 　　　　　　　　　　　　7 箇

　　Hartmann 　machine 及 pressure　boilerに 依 つ て 抽出 された油は ．最初に 此 の tank に 途 ら

　れ る
。 此 の 油は臭氣が ぴ ど い か ら、此 の tank の 上に 大き な排氣筐を設 け 、10 馬 力 寥翼 型電動

　逡風機 （2 臺 ） で 排氣す る様 になつ て ゐ る 。

5．　Settling　tank 　　　　　　　　　　　　12 箇

　　淨油工 場 内 De ’Laval　purifiet（8 基 ）に依 つ て 清淨 された油 は 、一
旦 此 の tank に 逾 られ 、更

　に 清澄 の 上 ．油槽に 迭 り込 まれ るの で あ る 。

6・ PressUTe　tank 及 Li皿 e　water 　tank 各 1 箇

　　pressure　boilerに 依 つ て 抽出され た油 D 一部 は 、P ：
・
essure 　tank 次 に lime　v ・ater 　t・ank 更 に 傍

　に あ る 小型 receiving 　tank を經 て 、輪途 喞筒に よ り淨油工 場 へ 途 られ ．一部 は再 び pressure

　boilerへ 瞬 る の で あ る 。 　 ．

7． 其　他

　　本工 場 に は輸途喞筒 （8 臺）及解剖用庖丁研磨機（3 臺 ）が裝備され 、外 に修繕 工 場 、鋸屑庫及

倉庫等が配置 されて ゐ る 。 佝 18 噸 fresh　water 　tank （3 箇）が 便宜上本工 場内に据付け て ある 。

製油管系統の 主 な る徑路 を逑ぶ れば 、

　　　　　　　　　　 （1） Hartmann 　maehine （附 圖 1 及 2 參照 ）

1 最 初總て の coek 及 valve を閉ぢる 。

2・ charging 　opening の 蓋 （A ，
　A1）を閉ぢる 。

3．　sluiee 　valve （B ，　B1），　cock （G ）［
s ＋eam 　blowing 　off 　valve （C ，

Ci），
　oil 　blowjng　off　valve （E ア

E
エ）

　及 oil 　 separator の watcr 　gauge 　coek を開 く。

N 工工
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4． 次 に extractor 内の sievi 且 g　drum （perforated 　dlum ）を囘轉 させ る 。 此の 囘轉は加熱中及全

　操作 中繼綾ずる
。

5， 徐 々 に s七ea 皿 valve （F ＞を開き裝置全體 を加熱 し、内部 り 室氣 を追ぴ出す。

6， 全 裝置が加熱され 、valve （C ，
Cl）及 （E ，

　E1 ）よ り蒸氣が 劇 し く吹 き出す樣 に なつ て か ら、是等 の

　valve を閉ぢる 。

7． 壓力が 徐 々 に 上 つ て約 3kg！c1112 に な る の を待つ て 、sluice 　yalve （B ，　B1 ）を閉ぢ．ehargillg 　drum

　内の 蒸 i氣を valve （C ，
　C 、）か ら出し て 了ふ

。

8， 斯 くして 蓋 （A ，
Al）を開き、脂肪皮 を約 1 呎 角位の 大 さ に して eharging 　th

’um へ 投込 み t 再

　 び蓋 （A ，Al）を閉ぢ る
。

9． st，eam 　ValVe （H ）を牛開 して 、　 charging 　drum の 下部 へ 蒸氣を逶 る。 其の 蒸氣は内部の 室氣 を

　追 出 して 、途 に valve （C）か ら吹き出 し始 める 。

10． 次 に valve （C♪を閉ぢる と charg ’ing　clianm 内の 壓力が extractor 内の 壓力 と等 し くなる 。

　共 の 時 sluiee 　valve （B ）が 自動的に 下方 へ 開き ．　 charglng 　drtim 内 の 物質が extractor の 中 へ

　落込む 。

11． steam 　valve （H ）を閉ぢて charging 　drum 内の s七irring　 apparatus （D ）を囘轉さす 。 此 の

　囘轉は内部 の 物質を extraetor の perforated　drum の 中へ 全部途込んで 了ふ迄繼續す る 。 而 し

　 て 途 り込 まれた物質 は ． 蒸氣 の 作用 と perforated　drum の 囘轉に依 り細 か く碎か れ て 、共 の 小

　孔か ら外 側 へ 出る 。

12． 其の況合液は cock （G ）及 diffUSDr（L）を通 つ て oil 　 separator へ 迭 り込 まれる 。 其 の 際殘

　滓 が其の 底部に 粘 IO着かな い樣に ．内部 の stirring 　apparatus を常に 囘轉させ て 置 く。

13． 而 し て oil　separator が 充滿 し た 時、内部 の混合叡 は bellmeuth （J）及 cock （K ）を通 つ て

　reeeiver （之 は separator の 豫備 と見れ ば よ い ） へ 迭 られる
。

14． そ こ で 沈澱分離 された油は、oil 　separator の outlet 　valve （E ，
　E1）及 reeeiver の （E2）を通

　 つ て 、rece 工ving 　tank へ 邊 られ る 。 同時に receiver の 底部 に 集つ た殘滓は内部壓 力に 依 り eoek

　（N ）か ら舷外 へ 排出され る。

15． eharging 　drum が 室に な つ た時、　stirring 　apParatus （D ＞の 囘轉 を止 めて sluicevalve 〔B ）を

　閉 ぢ、内部の壓 力 を cock （C ）に よ り低下 させ る。 然る後蓋 （A ）を開けて 再び脂肪皮 を投込む 。

ユ6． 次 に第 2 の charging 　drun1 に stean ユ Va ⊥ve （H エ）を牛開 し て 蒸氣 を途 り、上記 と同樣 の 操

　作 を行ふ 。 斯 くし て 2 つ の charging 　d・anm を交互 に使 用 し て ．上 述 の 如 き 操作を連綾的に繰

　返す の で ある 。 徇 1 つ の charging 　d皿 m の 操作に は約 20 分間を要する 。

i7． 斯 くし て re ⊂eiving 　tank へ 途 られ た 油は 輸途 喞筒に よ り淨・油工 場に 途 られ ．De ，Layal　purifiei

　に 依 り清淨 され ．settling 　tank を經 て 油槽に 途 り込 まれ る 。
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鯨 工 船 日新丸 の 建造 に 就 て
、 森本猛 夫 ！型．

　 （註） extractor は常に孚分程滿 され て ゐ る様に 加減し な けれ ばな らぬ 。 又 safety 　valve に 依 つ て

　　　　其の 内部壓力 は常に約 3kg！em2 に な る樣 に な つ て ゐ る 。

　　　　oil 　 separator 及 reeeiver の 底部 に 焜 合液 を掻廻 す stirring 　leyer の 設備 が ある
。

　　　　徇本裝置内部 の 掃除 に は苛性曹逹 を用ぴ 、valve （M ）よ り高壓蒸氣を途 つ て 蒸氣蒸 し をす る

　　　　の で ある 。

　　　　　　　　　　　　　 （2）　Pressure　boiter（附 圖 1 參照）

　先づ 鯨骨を投入 し投入 口 の 蓋 を閉ぢ 、
3 方よ り蒸氣 を逡 つ て 約 8 時間蒸氣蒸 し を な し油 を抽 出す

る 。 次 に x
’
a 工ve を開 くと上層の 油は内部の 壓 力に依 り receiving 　tank へ 行き、更 に 輪逶喞筒に 依 つ

て 淨油工 場に逡 られ 、De ’Laval　purj且er に 依 り清淨され ．　set 七ling　tank を經て 油槽に 逶 り込 まれ

る 。 下層 の 油は内部 の 壓 力に依 bpressure　tank へ 行 き．夫れか ら lilne　water 　tank 及其 の 傍の 小

型 1
’
cceivlllg 　tank を經 て 、一部 は輸遘喞筒に 依 り淨油工 場に途 られ 、他 の 一部 は再 び本罐に 歸 つ て

來 る 。 殘 滓 は罐前の 掃除 口 よ り取出 し
、

conveyor で 舷外へ 棄て る 。

（d）　Tank　Cleaning

　本船は tank　cleaning の 裝置と し て 、油槽内へ steaming 　ou 士 pipe （徑 1　
1
！2

「’
）を導い て ゐ る Q 之

に 依 つ て 蒸氣蒸 し をな し、更に 海水 洗滌を行ふ の で あ る が 、之丈で は不充分 で あるか ら、之 を補ふ他

の 方 法 を講す る こ と に し た 。 之 に就 て は主 と して 船主 側に 於 て 考究 の 上 、次 の 3 つ の 試驗 を行 つ た の

で ある 。

　（一） 試驗槽 （5
「− O’t

× 5LO ”
× 4LO ”

）の 内部に 、イ ン プ ラグ ネ ーター
（耐油性而 も水に 可溶性の

　　諾威製薄鼠色特種塗料 ） を塗布 し、乾燥後重 油を入れ 、1 週間放 置 し て 之 を排出 し
． 約 1 時間

　　蒸氣蒸 しを行 ぴ 、海水 を用ひ て 洗滌 した 。 其 の 結果甼滑な鐵板面 は比較的 に良好 で あつ たが、防

　　撓材及肘板等 の 取合部 に イ ン プ ラ グ ネ ータ ーの 塗膜及重油が 少 し く殘 つ て 、良好 な る成 績が 得 ら

　　ぜしなカ〉 つ た o

（二 ） 試 驗槽 の 内部に 重油を塗布 し 、苛性曹達 の 罐 （石油罐 ）を入れ 、之 に多數 の 小孔 を穿 ち、其

　　の 罐の 中へ 蒸氣を途 り． 苛性曹達 の 蒸氣を槽内に 充滿 して後海水 を用ぴ て洗滌 した。 其 の 結果は

　　（一）の 成績と大體 同樣で あつ た 。 （尤 も之 は長時間實施 したな らば或は効果が あつ た か も知れ な

　 　V ・の で あ る）。

　（三 ） 試驗槽内部 の 約 113丈 イ ン プ ラ グ ネーターを下塗 し、次に 槽内全部 に重 油 を塗布 し 、約 15

　　分聞蒸氣蒸 し （壓力 1・5kg ！Cln2 ）を行ひ 、 更に ム ーバ ル 溶液 〔ム ーバ ル 清淨器 を用 ひ ，ミ ネ ラ ル タ

　　ーペ ン タ ィ ン 58　litre（約 51　k，g）に米國製 ム ーバ ル （燐酸曹逹 を含有せ る 1 種 の 石 齢類）24　kg

　　を入れ 、 清淨器 内の 加熱 コ イ ル に 蒸氣 （壓力 0・8kg！cm
！
）を逸 り．約 1 時間煮沸 して 、溶解 され

　　た る もの 〕 を蒸氣 と共に 、毎分 11itre の 割合 に て 、槽 内に 約 10 分間 吹込みた る後．海水 を用

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

1i30　　　　　　　　　　　　　　 講　　　　　　　　演

　　ひ て 洗滌 した 。 其の 結果イ ン プ ラ グネーターを下塗 した部分 も其他の 部分 も 、 完全に重油を洗ぴ

　　落す事が 出來た 。 之 は ム ーバ ル 溶液の 作用に 依 つ て ．重 油が海水 に溶解 し易 き膠質歌 の 物質に 變

　　化 した 爲 と思 はれ る 〔（附記）本 試驗に 依 つ て ム ーバ ル 溶液 は更 に 少量に て も効果が あ る もの と想

　　像せ られ る〕。

　以上 の 試驗成績 に 依 つ て 、種 々 考慮の 結果 ．本般に於 て は先づ 油槽内部 の 錆落 をな し 、イ y プ ラ グ

ネ ータ ーを 1 囘 塗布 し．乾燥後 （塗布後 6 時間乃至 10 時間）更に 其の 上 に 重 油を塗布する こ と に

し．出漁に 際 し重 油を積載す る こ とに し た 。 共 の 理 由は、イ ン プ ラ グ ネ ータ ・一の 塗膜 を筌氣中 に長 時

間放置す る時 は 、 濕氣 に 依 り其の 塗膜が 侵さ れ、海水洗滌 の 際剥脱 し難 くなる こ と を恐れたか らで あ

る 。

　徇本般は出港の 際 ム ーバ ル 清淨器と多量の 苛性曹達 を積込んだ の で あ るが ．是等 を利用 し ．更に 蒸

i氣蒸 しと海水洗滌を行ふ事 に 依 つ て ．tank　eleaning は完全 に 途行 され る もの と思ふ 。 〔（附記 ）各油

槽に は特に tank　cleaning の 爲め夫 々 逋當な足揚設備が 用意 され て ゐ る〕。

3・ 準 備 工 作

本船は超特急工 事 だ と云 ふ の で 、關係各部課に 於て は非常な意氣込 で 諸般 の 準備 に 努力 したの で あ

るが 、造船關係の 主 な る もの は大體下記 の 通 りで ある 。

（a ） 圖 面 及 材 料

　圖面 に 關し て は、最初
“ Sir　James 　Clark　Ross 　

”

號の もの を買取 り、之 と全 く同樣 に建造 す る方

針 で あ つ たが ．成る可 く費用が掛か らぬ樣 に して ；
“ Ross ”

號よ り速 力を増 し度い との 般主側 の 要求

が あつ た の で ．本船に 於 て は 七win 　serew を single 　serew に 改造す る こ とに 次つ た 。 之に 關聯 し て

餘儀な く競 材、舵、二重底構造及主機臺竝 に發電機臺等を改造す る事に した 。 そ こ で之が 設計製圖に

全力 を傾注 した次第で ある 。 殊に 艇材及舵の 製 圖 を急ぎ、引續き木型製作 の 上 取急 ぎ之が 註文 を發す

る事に した 。

　船室の 配置は 、 乘組員の 大増加に件ひ 、殆 ど全部 に亘 つ て 改正せ られ たの で ．各部の 構造 に も相當

影響 を及 ぼ し
、 是等の 設計製 圖 に は尠か らす努 力が拂 はれた 。 佝艤裝圖は拾數枚 の 裝置圖以外 は總 て

我肚 に 於 て 設 計 され たの で ある 。

　購 入 された 圖面 は

　　　 　　　　　　 　　　1．　］工aterial 　list　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　通

　　　　　　　　　　　　2Hull 　s むructual 　plans 　 　 　 　 106 枚

　　　　　　　　　　　　3．Mechanical 　plans　　　　　　　　　　　　　　37　枚

　　　　　　　　　　　　4．Eleetrieal 　plans 　 　 　 　 　 18 枚
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　上 記 の 圖面は 1 月 ユ0 日よ り 2 月 13 日迄 の 約 1 箇月間 に 數囘 に 分途 さ れた が 、紛失 を恐 れて

1 通 は西比利亞 經 由、他の 1 通は米國經由で ．迭附された の で ある。

　鋼材に 關し て は 、 鋼板 は總て 日本製鐵及 川崎製歛に 、型 鋼材 は flang’e の 和が 9”

及 以 上 の もの を

獨 逸製鋼 に 、其他 は 日本製鐵に 夫 々 製作 を依頼 した 。 竝 に 特筆す べ き事 は ． 日本製鐵が好意を以 つ て

土 甲板用鋼板 〔Size・72
”

xlo
’− 6v× 37’一・5i1

，

”
＝ 5・1001〈．T・）の 如 き特大寸法の 鋼板製作 を引受けられた

事で ある 。

　　　　　　　　 鋼 材 註 文 量 　 　 　 　 　 　 鋲材rc關し て は、註丈當時鋲 の

製 造 所 睡 量 K 環 文 ・ 納　 入 　 日

日
’
本　製　鐵

川 　崎 乙 製 　鈑

獨　逸 製　銅

其

　　
他

［

劉 ＿ 掠 認
　 　 　 I

　　　l自昭和、ユ＿H33，968
　 　 　 至 〃　 11− 3一工6

！，894　　　 昭ネ1江0−12−28

　　　17gl
　 　 　 I

　 　 年　 月　 H

自昭和11− 2一工5
至 ”　 11…6−25

自 昭 和11− 2− 5
至 〃　 11− 6一ヱ6

自昭和11− 4− 4
至 〃　 11− 5−27

自昭 和 11− 4−20
至 ”　 11−・5−10

lis七 を入手 して ゐ なか つ たの で、

止むな く本船の 中央切斷及外板擴

張圖に依 り、油艙船の もの を參考

と し て ．各種鋲徑に就 き種 々 考究

し て 1月 24 日總計 498噸を日本

製鐵に 註文 した （共 の 結果は多少

過不足を生 じて 不首尾 で あつ た）。

（b） 船臺の 改造及蓮搬捲 揚設備の 改善

　本船 は最初 gantry　 crane 下 の 第 4 船臺に 於て 、4 月 14 日に 起工 す る豫定で あつ た 。 然る に 1

月 23 日突如第 4 船臺が使用 出來な い 剽 青とな り，止 む な く左 隣の 第 3 船臺に て建造す る事 に變更

せ られた。 之は一大痛棒であつ た。 上記 の 如 く建造上 不利な立場 とな つ た の で 、少 しで も工 事 を進 め

る考か ら、起工 を 2 月 26 日に繰上 げる事 に な つ た 。

　所が 第 3 船臺 は、從來建川 丸級 （500LO
”

× 65’− O”

x37
’− O”

） の 油艙船 を漸 く建造 し得 る程度の

設備で あ つ て 、到底本船 の如 き亘船の 建造は不可能で あつ た。 茲に於て 上司の英斷に 依 り急遽般臺の

改造を斷行 する こ と に な つ た 。

』

　本船 は船幅大なる爲 ．進水時船醴が gantry　post の 基礎に 當る關係上 、船體 中心 を船臺中心 よ り

3’− lO’t

左舷に 片寄せ る事に し允 。 之に關聯 し て 左舷側に於て岸壁の 切擴げ．水中船墓の 改造及 der−

rick 　post の 移動竝 に運搬軌道の 敷替 を斷行 した。 更 に 般臺前端に 於て concrete 　block を積み重ねて

船臺 を約 30 ’− O”

延長 した （第 2 圖參照 ）。

　捲揚設備として 從來 3 噸吊り derrick　boom は兩舷に て 18 本で あ つ たが 、 本船の 外板及各甲板

用鋼板 は重量 3 噸乃至 4 噸 の もの が 大部分 を占 め て ゐ る 關係上 ．之 を 4・5 噸 吊 り （4・5噸以上 に 改

造す る時は揚貨機の 能 力不足 し、之を新製す る とすれば約 5 箇月を要す）に 改造の 上 、其の 數を 23

本に 増 し、揚貨機は從來通 り 10 臺 を使用ずる事に した。 徇左舷側 の derrick　post は從來 5 本で あ

つ たが、之 を 6 本 とし其 の 間隔を一樣に 改 め ．艦部の もの 2 本を新製 した 。 （derrick　boom の heel
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迄 の 高 さを 10 呎高 く 90 呎 と し 、全長 を 130 呎 と した）（第 3 圖參照 ）・

　因 に本 項 の 諸 改造 工 事 に し て

陸上工 事 は 3 月 10 日水 中工 事

は 5 月 20 日に 全部 完了 した 。

（c）　注 水 設備 の 増 設

第　3　掬昔　薹　横　斷　弼 　圃

　進水 を豫定通 り 8 月 1 日 に

斷行す る爲に は、是 非共水壓試

驗（87 箇所 ）を 1 箇月間に 完了

し な け れば な らな い の で ある

が 、從來の 設備の ま X で は徒に

注水 に長 時間を要 し、到底之 を

所 期の 通 り途行す る こ とは出來

な い
。 そ こ で喞筒 ユ臺 （ゐ の く

ち 式 centrifugal 　pump 容 量

200噸、揚程 80 呎 を 1 月 28 日　　　　　　　　　　　　オ　 2　
図

購 入 す る こ と に 決定） を買入 れ、注水管 （主 管徑
’
／／，7

”

支管徑 6”

） を從來の もの よ り大 き くし 、同時

　　　　 　　　　　　 　　　 ボ 　ス 　 ト　及 　ウ 　ィ 　 ン 　チ ．．配 　置 　圖

　　　　　　　　　　　　　　　茅七 由場 ヰ ・匸 瀞 ＼ 　　　　　　　一

幽 碓 献 豫．〔奇例 γ尺ア ‘ 尺eNE ） 一　　一

日 v巴 x 　 X 」
・一・G例 厂尺γ尸・η

ロ　　ノ气　2 、丿じ　一
丁
一　〇 εaRl ‘K　8のs7

0W
−
　 一一一・・一　 εしεcT 尺犀こ w ’”‘げ

　　　 1　 3　 図
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naOO

］

に之に 用ふ る valve を極 力少 くして 、出來 る丈 pipe　lineの 10ssを減少 す る こ とに 努めた 。 其の

結果 、從來の 喞筒を併せ て 注 水能力は 1 時間に 約 400 噸 とな り、 所要時間は牛減 した。

（d） 船 殻 工 事 豫 定

　本船 は短期建造 に付き．飽迄も豫定期 日嚴守の根本方針 を以て 突進する こ とに し．工 事豫定表の 作

製 に は特に 考慮を拂ぴ 、下 記の 如 く實施する事に した 。 （附圖 4 參照）

契　　　　　　　約

起 　 　　 　 　　 　 　ユニ

肋　骨　建　方 　終

水 　　壓　　試　　驗

進 　7亅t　臺　　引　込

醒　造　機　部　渡

蓮　　　　　　　 水

汽 罐 及 主 機 積 込

公　 試　 蓮　 轉

引　　　　　　　渡

豫 定

　 　 年　 e　 n

昭 TIIII−−4−14

　 ］1− 6一下 旬

　 自 ヱ1− 6−15
　 至 11− 7−15

　 11− 7−15

　 11− 7−15

　 11− 8一ユ

　 自11− 8一上 旬
　 至 11−一・8−tP 旬

　 11− 9一中 旬

　 11− 9−30

（e ） 船 殻 施 工 方 針

　實　　　際
　 　 年　月　 H

H召iln10−11−28

　 11− 2−26

　 ユ1− 6−20

　 自1工一6−10
　 1Ellpm7−19p

　 ］1−−7−13

　 1ユー17−15

　 11− 8− 1

　 自ユ1− 8− 3
至 11− 8−11

　 ］1− 9一ユ4

　 11− 9−28

　購入 圖面到着す るや直ちに 考究の 上、船殼施工 方針 を立案し
、 之が建造順序竝 に 工 事の 詳細に 亘つ

て施工 法 を定 め、總て 本方針 に依 り施行す る こ とに した 。 之に 依 つ て 從來厘 玄行 はれた施工 法 に 就て

の 相談打合 を省略す るこ とが 出來た の で あ るが 、之 は急速建造上 、效果的で あつ た と考 へ る
。

　本方針立 案に 際 し 、特 に 決斷心 を要 した る は．現場當揉作業範園 を極 力減少 し ．工 場内穿孔方針 を

採 る こ とに した黒占で ある。

　參考 と し て 本方針 を示せ ば下記 の 通 りで ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　艢 殻 施 工 方 針

　　　 　　　　　　 　　　　 1．船 體 建 造 順 序

　　　 　　　　　　 　　　　　　　（
一

）　船體建造大體順序

　　　 　　　　　　 　　　　　　　（二 ）　中央 油 槽部建方順序

　　　 　　　　　　 　　　　 2．施 工 に 關す る 注意事項

　　　 　　　　　　 　　　　　　　（
一

） 各 工 場 に 對 す る
一

般 注意

　　　　　　　　　　　　　　　　（二 ）　各工 事 に 對す る
一

般注意

　　　 　　　　　　 　　　　　　　（三 ）　各工 事 に 對 す る 詳 細 注 意

　　　　　　　　　　　　　　　　　L 船 體 建 造 順 序

　（
一）　船體建造大體順序
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　 　 　 65
−

〃
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胃

  底 部 外 板

  　後 部二 重 底 構造

  前 部 深 水 槽

  中 央 油 槽 部

　

室

臉

造

造

図　

　

船

4

關

　
構

構

　

　

部

矛

機

前

髞

舶

 

 

 

 

　 　 ’
：tE

　 　 vt．　P5

　 　 印 岬 蔭

＿＿一ズザ 匹 ．

  製 油 コニ 揚

  鰭樓甲tN、中 央甲

　 　板 室 及幌樓 甲板

  船橋樓及端艇 甲板

3u 唆

TθNkr ・e

（二二）　中央油槽部建方順序

  底部外板 及 セ ン タ ーガ ・・ダ ー

  底部 ・ ン ヂ
、 底部 ト ラ ン ス 及 縱横隔壁最

　 　下 板

  左 舷横 隔 壁

  　 〃 　 nc　v

  　中央横 〃

  　右舷Wt　’／

  　 ” 　 ue　’1

  縱 隔 壁 附 ト ラ ン ヘ サ イ ド ト ラ ン Z 、デ

　 　 ツ キ トラ ン ス 、ロ ン ヂ フ レ ーム 及 ロ ン ヂ

　 　 ビ ーム

5　 図

  　第 3 甲板 及 側外板

  サ ン マ
ータ ン ク 内横隔 壁

  ビ ル ヂ 外板

  縱隔壁附 ト ラ ン X
｝

サ イ ド ト ラ ン ス
、 デ

　　 ッ キ 1・ラ ン Xs ロ ン ヂ ア レ ーム 及 ロ ン ヂ

　 　 ビ ーム

  第 2 甲板

  サ イ ド ト ラ ン ス 、デ ツ キ ト ラ ン ス
、

° ン

　　 ヂ フ レ ー
ム 及 ロ ン ヂ ピ

ーム

  　上 甲板 及 上 部側外板
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　　　　　　　　　　　　　　　 2， 施 エ に 關 す る 注 慧 事 項

　（一）　各 工 場に 對する 一般 注意

　本船は急速建造な る故 、各工 場共豫定 を嚴守 し相互に 緊密 な る蓮 絡 を保 ち 、材料 の 停滯 、手待 叉 は

殘 エ 事を生 ぜ し め ざ る樣特に 配慮 し．協カ
ー致本工 事の 完成に 努 力す る こ と 。

　 1． 總て 註文鋼材 は寸法に 餘裕な き故．展開工場 に 於て 引當材 と實用寸 法 とを充分調盗 し．罫書工

　　事 中に ．引當材の 寸法不足 を發見す るが如 き手落な き樣 ，注意する こ と 。

　 2， 展開工 場に 於て tg　．各構造相互の 取合 を、充分調査す るこ と。

　3・ 罫書工 場 に於 て は 、必す小物淆込表 を作 り．出來得る限 り早 き時期 に 罫書をな し．罫書落 の な

　　き樣淌込 をなす こ と。

　4． 鋼板及型鋼材に して 火 工 を要 す る も の は 、出來得る限 り早 き時期に 地 金取 を行ふ こ と 。

　 5・ 罫書工 事の 際、鋼板 の 曲が る部 分は、長 さ及幅に於 ける延 び を考慮す る こ と 。

　6・ 鋼材 の 罫書に 際 し 、 鋲徑 ．鋲 ML，サ ーピ ン ．シ カ ル 引 及曲方 マ ーク等 の 記 入 を誤 らぬ 樣 注意す る

　　 こ と。

　7． ポ ン ス 工 場に 於 て 、各種 鋼材の 加 工 は 、夫 々 綏急 に 應 じ整理的 に 行 U ．下 積 叉 は所在 不明の 事

　　な き樣注意す る こ と。 徇小物に對 し て は特に配慮の こ と。

　8． 山形火 造 、水壓及撓鐵工 場 は ．加工 材に 關し罫書工 場又 は ポ ン ス エ 場 と積極的 re打合 をな し．

　 工 事 の 進捗 を計 る こ と 。 徇 油防部工 事に 封 して は ．特 に 入念に施工 の こ と 。

　
（J． 取附工 場 に 於 て は、材料整理掛 を置き、内業各工 場 と充分連絡 を取 り、加工 濟材料 の 整理 をな

　　す事 。 徇小物に 對 して は 、 特 k 分類整理 を行ひ ．下積又 は紛失す る事 な き樣萬全 を期す る こ と。

10． 取附工 場 は、外板現場取附後直 ち に 鈑番號取附月 日及組名を外板 に 記 入す るこ と 。

11． 隔壁及 甲板室に は、見易 き場所 に フ レ ーム番 號及室 名を適當の 時期に 記 入す る こ と。

12・ 運搬工 場 は、材料 を運搬 する際 ．材料整理樹 と打合の 上 ．之を整理 的に處置す る こ と 。

13． 本般臺（第 3 船臺）に 於 て は ．運搬設備の 關係上 、重量物 の 現場取附 は左舷 よ り行ふ こ と。

14． 本船臺の デ リ。 ク ブ ーム の 能力 は 4・5 噸 に 付、之以上 の 重量物 を捲揚げ る場合は、相吊又 は適

　 當の 方法 を講す る こ と D

l5・ 各匪劃 と も水壓試驗 の 數 日前に 、見易 き場所に ．注 水 日を記 入す る こ と。 術 水壓試驗絡 了次第

　 直ち に 外 板に 塗裝 を施す こ と 。

（二 ） 各工 事に 羇 す る
一般注意。

　1． 鋼板 は 同種 同寸法 の 場合 ．種板罫書 とな し．工 場 内當揉 とず る こ と 。

　　　　　　 （例） 隔壁、 ト ラ ン ス 及 ウ エ ブ等 の 鋼板 。

　2． 一般 に ポ ン チ ン グ及 シ ヤ リ ン グは 、 接面 よ り施工 す る を原則 とす 。 但 し不得止 、 反封 側 よ り施

　 工 す る 場合は ． 其の 捲 くれ を充 Z除去す る こ と。 両錐揉す る場合 に 生 ナる捲 くれに 對 し て も同様
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　の こ と。

3・ 一般に 外板 、内底板 、隔 壁及 甲板 の バ ツ ト ラ ツ プ と シ
ーム と重 な る と こ ろ 、サ ーピ ン を行 ふ こ

　と 。

4． 鋼板 の コ ーキ ン グ ェ ツ ヂ を シ カ ル 引す る もの 大體次 の 如 し
。

　　　1． 外板全部 。
2． 内底板全部 。

3。 中央油槽部第 2 及第 3 甲板全部。
4・上 甲板 （厚 さ ・

・
”O’t

　　　及以上 ）。
5． 中央油糟部縦隔壁 （第 2 第 3 甲板間）。

6・ 中央油槽部横隔壁及舟首鯤隔壁 。
7．

　　　前部深水槽頂板 及同横隔壁 。
8． 後部燃料油庫頂板及 同圍壁 。

9・ 主機臺．發電機臺及同下

　　　部構造。

5． 山形の コ ーキ ン グ す る耳は シ カ ル 引 を行 ふ こ と 。 但 し 止 むを得 ざ る場合 は現場取附前に 耳ハ ツ

　 リを行ふ こ と。

6． 一般 に 油防部鋲孔 は 、錐揉す る を原則 とす る こ と。

7・ 一般 に 油防部以外 の 鋲孔 は 、打貫す る を原則 とす るこ と 。 但 し鋼板 の 厚 さ
・60 ”

及以上 の 場合

　は錐揉す る こ と。

8． 鋲皿 の 角度及深 さは商船 ゲ ーヂ に 依 り旋工 の こ と。 但 し外板は深皿 b一 ヂに依 る こ と。

9・ 一般に 鋼板 の 拔取孔 の 隅tCは丸 味を附する こ と 。

10． 水油防周 圍山形 の コ ーキ ン グ を容易に す る爲．外板 、内底板 及甲板 の シ
ーム ヌ．は バ ツ ト ラ ツ プ

　の 鋲 に して 、同 山形に 近接す る もの は皿 鋲 とす る こ と。

ユ1． 現場當揉の 場合 は 、 充分錐粉 を除去す るこ と 。

12． テ ーパ ー ド ラ ィ ナ ー及 シ ー ト ラ イ ナ ー
は豫め先に準備す る こ と 。

13． 外板及甲板 の 鋲先 の 高 さは、3 粍 を標準 とす る こ と 。

ユ4． 一
般に鋲孔 を打貫せ る場合 は 、根太鋲を用ふ る こ と 。

ユ5・ 油防部 は、肌付 の 檢査 を特 に嚴に し て 、鋲 けを行ふ こ と。

16． 先打鋲 を用ふ る場合 は．鋲先 を甼滑仕上 と な し、必す鋲填隙を行 ふ こ と。

17． テ ーパ ー ド ラ イ ナ ーの 標準の 長 さ

　　　 i． キ ール の バ ツ トラ ツ プ と シ ーム 叉 は中心 線桁取合 ・… ・… 一 ・i−一… 400 粍

　　　ii． 中央油槽部外 板（下板）の バ ツ ト ラ ツ プ と シ ー ム 取合 ・・… ・… ・… … ・・150 粍

　　　iii． 中央油槽部外板の バ ツ トラ ツ プ と縱隔壁取合
・… … ・・… … ・… … ・・300 粍

　　　iv． 舷側厚板 の バ ツ ト ラ ツ プ と シ
ー

ム 叉 は梁上側板 山形取合
… ・・t・・… … 500 粍

　　　v． 中央油槽部第 2 第 3 甲板の シ ー ム と横隔壁取合
・・… ・… ・・・・・・…　 230 粍

　　　vi ．　　　
”

　　　
”

　　 の バ ツ ト ラ ツ プ と縦隔壁叉 は梁上側板 山形取合300 粍

v …一 ＃他 ・ 劉
鈑の

尉 謙 ：二：illlil：：：：：：：∴ ．：∴ 麹雛
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鯨 工 船 同新丸 の 建造 に 就て、森本 猛夫
口
’

0ゆー｝

縱通 山形 と鋼板の バ ツ ト ラ ツ プ との 取合

」畝 砂1贈 聲 覧浜直Lsva 　trt彳一… −F
’
　i　4 − kN ”

’
2

山 蘇 つ 甲漁 紛 鐸 ‘ dZZZLV　k 　「g し1Yl 　
−v　・’一　］』ヲdt− tA “ L

　
O

一

縦通山形の 鋲型

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 誘】皿

　　　　　　　　茅　6　図 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 穿　7　図

　18．長 尺物の 鋼材の 材料取 は．氣盗を考慮の 上．施工 の こ と。

19．罫書工事に際レ セ ン ターラ イ ン （C．L）、フ レ ーム ラ イ ン ｛FR ・D ．ウ か タ ーラ n ン （W エ）

　　及 バ ツ ト ツ ク ラ イ ン （B．L）を記入する t と 。 但 し B ．L は、適宜省略する も差 支 な し 。 徇縱通材

　　に して W ．L の 記入が出來な い 場合は、適當に引通線を記入する t と。

　20．梁 と梁肘板 との取合には 、
300 粍 の 差越マ ーク を．梁に 記 入の こ と・

　21．水油防夾物の用ぴ 方は別紙 『油防水防物挿入要領』に依るこ と。

　 （三） 各工 事に 對する詳細注意

　 1．　 キ 　 ー　 ル

　　 i． キ ール の バ ッ ト ラ ツ プ は、内側 を綴孔 と し 、 外側よ り現場當揉の こ と っ

　　ii． キ ール の バ ツ ト ラ ツ プ は．サ ーピ ン を行はす．ナ ツ クル を附 し、テ 冖パ ード ラ イ ナ ー一　e用ふ

　　　 る こ と。

　 2．外　　　　　板

　　 （A ） 中央油槽部外板

　　　 i・ 全部展開定規k 依 b．k 板下板共内面罫書と し．工場内穿孔とする t と。 但 しバ ツ トラ ツ
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　プ は外側 よ り現場當揉 と し、縦方 向の 曲 りある所に於て は、下板 の シ ー ム は綴孔 とな し、上

　板 よ り現 場當揉とする 〜二 と 。

ii． 外板 二 重 張 に 於 て 3 枚鋏 め とな る部分 及 ロ ン グ オ ーパ ーラ ツ プ は ．外側 よ り現場當揉 と爲

　 す こ と 。

iii・ 縱方 向の 曲 りな き部分の G 及 H 飯 は 、 展開定綿に 依 り罫書の 上 、工 場 内穿孔 とす る こ と 。

　 但 し G − II
，　 H −J シ

ーム は 、上板 H よ

　 り現場當揉 とす る こ と。

　徇用心 の 爲．G 鈑の バ ツ ト ラ ツ プ附近 1
’．　 −

　 G シ ー ム は綴孔 とし 、外側 よ り現場當揉 と

　 す る こ と 。

iv． 彎曲部外板 H の バ ツ ト ラ ツ プ は、一
方に

　 ナ ッ ク ル を附す る こ と 。

　

番

壽
　

図

 
・井

 

V ． バ ツ ト ラ ツ プ は、 シ ーム 及縱通材（縦隔壁 を除 く）と重 なる所は サ ーピ ン をな し、板 の 厚 さ

丈 ナ ツ ク ル を附 する こ と 。 但 し 下板 の バ ツ ト ラ ツ プ と シ ーム の 重 な る所 の il・一ピ ン は 、 コ ー

　キ ン グ の 爲．鈑耳に於 て厚 さ 6粍 を殘 し、テ ーパ ー ド ラ イ ナ ーを入れ る こ と 。

　　　　　　　　　　　（a ） 上板 の バ ツ ト ラ ツ プ の 場合

，♂
」

索
主墾

　　、 1 下故

1

「

欺 宀“謎欠1・≠ 一ビ ゾ
上 板一

　 　 　 　 　 芽　 Io　 国

（b ） 下 板 の バ ツ ト ラ ツ プ の 場合

1

下購 　 譜
崇 嚇

型

下板
7

1
，●

1　　　　　
ー 上繊，ピ ノ

’
1

一
弟 11 図

　 iv． 舷側厚板 の バ ツ ト ラ ツ プ は サ ーピ ン を行はす 、テ ーパ ー ド ラ イ ナ ーを用 ふ る こ と。 （前 後

　　　部に 於て も同樣 の こ と）。

（B ） 前後部外板
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　　　　　　 　　　　　　 　　 鯨工 船 日新丸 の 建造 に 就 て
、 森本猛 夫　　　　　　　　　　　　　 13gi

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＿ 亅

　　 三． 下板 は全部展開定規に 依 り罫書す る こ と ， 但 しバ ツ 1・ラ ツ プ は内側 を綴孔 とし、外 側 よ り

　　　現場當揉 とす る こ と。

　　 ii． 鎧張 の 外板 は 展開定規 に 依 り罫書 す る こ と 。 但 しバ ツ ト ラ ツ プ 及 シ ーム は外側 よ り現場當

　　　揉 とす る こ と。

　　iii． 上板 は現場型に 依 り内面罫書とす る こ と。 但 しバ ッ ト ラ ッ プ は 外側よ り現場 當揉 とす る

　　　 こ と 。

　　呈v ． 上板 の バ ツ ト ラ ッ プ は ． シ ー ム と重なる 所 、ti　一一ピ ン を行ふ こ と 。 （下 板 の 場合 は テ ーパ

　　　
ー ドラ イ ナ ー

を用ふ る こ と ）Q

　　 v ． 展開罫書 の 上 、
工 場 内に て 穿孔す る下板 と 、艦材及 フ ア ツ シ ヨ ン プ レ ー ト竝 に 鯤材 との 取

　　　合 は．外板 の 穿孔 を見合せ ．飯耳 を約 50 粍位延 し置 き、現場決定 とす る こ と 。

　　vi ・ 現場型 に て 罫書を行ふ もの と雖 も．彎 曲あ りて 火 工 を要 す る もの は 、豫 め地 金 取 及 曲加工

　　　 をな し置 くこ と 。

3．　 ビ ル ヂ キ ール

　 i． ビ ル ヂ キ ール の 外板取合は 、可成 3 枚鋏めを避 け る こ と 。

　 ii． ビ ル ヂ キ ール は全 部兩 皿鋲 を用ふ る こ と 。

4． 肋　　　骨

　 i． 縱通肋骨に は ナ ツ ク ル を附せ ざる こ と 。 徇外板 の バ ッ ト ラ ッ プ と 3 枚 となる所 及び縦 方向の

　　曲 りある所は 、縦通 肋骨の 鋲孔 を見合 せ 、外板 よ り現場當揉 とす る こ と 。

　ii’ 前後部普通 肋骨は ． 現 圖合せ の 上 ．罫書穿孔 す る こ と 。

iii． 前後部普通 肋骨は 、全部外板 の シ
ー

ム に 於 て 、背切 る こ と 。 （流れ は厚 さ の 2・5 倍）

　iv．前後部普通 肋骨に 用ふ る リバ ン ドの 位置は ，現 圖上 に て 決定 の こ と 。

5． 中心線桁及 側桁

　 i・ 主機臺及發電機臺の 桁は ，上下 山形 の 背迄 ．鈑耳 を延 ば す こ と 。

　ii， 中央部 中心線桁下部 山形 と キ ール の バ ツ ト ラ ツ プ との 取合には 、テ ーパ ー ド ラ イ ナ ーを用ふ

　　 る こ と 。

iii・ 後部二重底内油防 中心線楕の 上下 山形 は、兩邊共皿 取の 上 、兩側共 コ ーキ ン グ をな し、水防

　　の 場合 は左舷側 の み 皿 取 の 上 、 コ ーキ ン グ をな す こ と 。 徇中心線桁の バ ッ ト ラ ッ プ は左舷側を

　　皿 取 る こ と。

iv・ 後部 に 於 て 油防叉 は水防中心 線桁に 取附く二 重竪山形 は．油防 の 場合は兩側共皿 取 を行 ひ ．

　　水 防の 場合 は左舷 側 の み 皿 取 を行ふ こ と 。

6。 二重底内肋板

　 L　主機臺及發電機臺 下の 肋板 は．全部上下山形の 背迄 、鈑耳 を延 ば ずこ と。 徇左右 の 取合 も竪
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　　山形 の 背迄 、鈑耳 を延す こ と 。

　ii． 水油防肋板 の 周 圍山形は外板及 内底板取合 を綴孔 とな し、外板及 内底板 よ り夫 々 現場當揉 と

　　す る こ と 。

iii’ 水防肋板 の 周團 山形 は衝合嗔 隙と し、油防の 場合は衝合熔接を行 ふ こ と。

　　　徇周圍山形は兩邊共皿取 の こ と。

7． 内　　底　　板

　 i． 内底板 は全 部展開定規に 依 り罫書をな し ．工 場 内穿孔 の こ と 。 但 し外板取合 山形 と の 取合 は

　　山形 よ り現場當揉 の と と 。 徇外板取合は ．外板 よ り覡物當揉とする こ と。

　ii． 内底板 の バ ッ ト ラ ツ プ は 、 シ ー ム と重 な る所、サ ーピ ン を行ふ こ と 。

8． 隔　　　　 壁

　 i． 隔壁 は、全部展開罫書 の 上 、工 場 内穿孔 とす る こ と。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ll 鯉

　 iL　水 油防隔壁 の 周 圍山形の 外板 （叉 は 甲板 ）面 は．外板

　　（又 は甲板 ）よ り．N 隔壁面 は 山形 よ り．現場 當揉 とする

　　こ と ・ 但 し上部は隔壁板 も工 場内穿孔 とす る も差支 な
梶 　 　 　 　 　 苗

　　 し 。 徇 中央 油槽部縱横隔壁相互 の 取合 は 、第 12 圖 の 如

　　 く施工 す る と と。

　　　（註 ユ） 周園山形 は 4 本共 コ ーキ ン グ を行ふ こ と 。

　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　τ β鯉　 1

　　　（註 2）　Φ　印は當揉方 向及 ＝ 一キ ン グ サ イ ドを示 す。

iii’ 中央 油槽 部縱隔壁 の バ ツ ト ラ ツ プ は ．縱通 防撓材 と重 な る肌 サ ーピ ン を行ふ こ と 。

　iv． 水油防隔壁の 周 圍山形は ．兩邊共 皿取 を行ふ こ と。 徇非水防山形が コ ーキ ン グ サ イ ド に取 附

　　 く場合は反樹側 を皿取 の こ と
。

　 V 。 中央油槽部縱隔壁附 トラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×− X 詳絢

　　 ン ス 及大型肘板 の 皿取 關係

　　 は第 13 圖の 如 し。

vi ． 中央油槽部縱横隔壁ノ⊃最

　　下板 1 枚通 は．先に 現場取

　　附 を行 ひ 、其他 は別 に 地 上

　　組立 をな す こ と n 佝縦横隔

　　壁プ ロ ツ ク 相互 の 取合 は ゴ

　　 ーキ ン グ サ イ ドよ り現場當

　　揉 とす る こ と 。

9． 甲　　　　　板

で
一〇

L β帥

↑ £
卩

← ●

ぞ ’2 図

7 雨皿 丿相打

　　　 九 童5》
ン
グァf．

　向 皿 teil
　　　　　　 ノ

k 陛

穿　亅5　図
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鯨 工 無 ll新丸 の 建 書査に 就 て、森本狐 夫 1竺 ：

　 i． 甲板 は全部 展開罫書の 上 ．工 場 内穿孔 とす る こ と。 但 し 中央油槽部第 2 甲板及 上 甲板は ．中

　　心線板 の 左舷側 シ ーム ． n ン グ オ ーバ ー ラ ツ プ 及梁上側板 LrI形竝 に 前後部 コ ツ フ ア ーダ ム 附近

　 　 の バ ツ 1・ラ ツ プ 及 シ ーム は 、現 場當揉 と す る こ と 。

　 ii． 一般 に 甲板の バ ツ ト ラ ツ プ は 、 シ ー ム 叉 は縦通梁 と重なる所 、サ ービ ン を行ふ こ と 。 但 し中

　　央油槽部第 2 、第 3 甲板 の 下板 の バ ツ ト ラ ツ プ と シ ーム と 重 な る所 、及 び 上 甲板 の 梁上 側板

　　は サ ービ ン を行 はす、テ ーパ ード ラ イ ナ ーを用 ふ る こ と。

　iii， 一般に 普通梁 を用ふ る範

　iv・ 中央油糟部第 2第 3 甲板 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

「

1 以 、

　　附 ト ラ ン ス 山形及び 前後部 　 　 　 　 　 　 th　 14 凹

　　水油防甲板附肘板 山形の 皿

　　取關係は第 14 圖の 如 し。

　 v ・ 甲板 は ．木 甲板 を張 る部分 も嗔隙を行ふ こ と 。

　vi ・ 中央油槽部上 甲板の バ ツ ト ラ ツ プ に 於 て 、鈑厚 さ ・50”

以上 の もの は ナ ツ ク ル を附す る こ と。

vii ． 中央油槽部 の 縱通梁に は ．勾配 を附せ ざ る こ と 。

viii ． 前後部 の 梁 と梁肘板 との 取合は 、肘板 よ り現場當揉 とす る こ と 。 （肋骨肘板 も同樣の こ と）
。

bxr・ 前後部の 普通梁は勾配を附す る こ と ．

ユ0． 支 　　　　　柱

　 i． 支柱 の 上 下端 は必 す衝付 とな すこ と。

　 iL　丸棒の 支柱 は現場型に 依 り製 作 つ こ と。

11． 甲板室及 圍壁

　 i． 木 甲板 を張 る場合 は 、防撓材の

　　下端 を切缺 くこ と 。

　　　樹 甲板 上 附山形 の 皿取關係は第

　　15 圖 の 如 し 。

　 iL　甲板室及 園壁 の 通路 に 面 す る側

　　は ． 全 部皿 取 を行ふ こ と。

］2・ 艙 ・ 縁 材 　 　 　 　 甲if
　 L　艙 口縁材 の 山形 は ．兩邊共皿 取

　　を行ふ と と。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 昂　15　図
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1！竺 講 演

4． 船 殻 工 事 の 大 要

鯨工 船建造 り 經驗を持 つ て ゐ る英國で も、最少限 11 箇月 （起工 よ り引渡迄 ）を要す と謂ふ に
、 之

を 7箇月で建造す る とい ふ の で ．直接間接の 關係者 は 1 人殘 らす非常な意氣込 で ．各自の 職務に 専 念

した の で あるが 、艦殻工事の 主 な る もの に就い て 略記 すれ ば下記の 通 りで ある 。

（a） 現 圖 展 開 工 事

　受 註と同時 に scrieve 　board の 準備を進 め、購入圖面到着する や皀P日 （1 月 13 日）現圖工 事に着

手 し、一方大型 錬鑄物の 木型製作を急ぎ之を急註 した 。 茲 に 川崎製鋼の好意 と相俟つ て 所期の 通 り是

等 を入手 す る事が 出來た 。

　現 固工 事に 引績き、多少無理 で は あ つ たが 、
1 月 17 日展開工 事 に着手 した 。 特 に 急速建造 と して

效 果の あつ た事は 、改造 箇所 の 展開工 事に 際 し、常に設計課 と緊密な逕絡 を保 つ て 、正式 出圖を待

たす ．假圖 の 程度で 、工 事 の 促進 を計 つ た事で ある。

　以上 の 如 く、 最初 の 出足が非常に 早か つ たの で 、現圖展開工 事は豫想外に進捗 した。

　尚展開工 事 に就 て 附記 した い 事 は、餘 り型 板 を用 tAS；、殆 ど總て 定規を使用 した點で あ る
。

（b） 罫 書 加 工 工 事

　 展開工 事 の 進捗に 從 U ．罫書工 事 を ど し ど し進 めた 關係上 ．材料 の 指定が遲 れ勝 ち とな り、支 障 を

來す事に な つ た の で
、 便宜現場で材料引當表 （鋼板の 一部） の 作製をな し、コニ事の 促進を計る事に し

た 。

　本船は同一
展開定規に 依つ て

、 多數の もの を罫書 き得 る樣 な設計とな つ て ゐ た の で
、 縱横隔壁、横

材及 力骨等 D 大部分 の 鋼板に 種板罫書方針 を探用 し ．數板（3 枚 〜 4枚）を重ね て ．同時 に錐揉及縁削

作業 を行ふ事が 出來た。 之は 非常に 有利で あ つ た。

　所 が獨逸製型鋼材 の 到着（航海所要 日數約 60 日）が暹延 したの で 、工 事の 進捗上 支障 を來す事 に な

つ た 。 依 つ て 上記材料積 載の 第 1 船 入港の 際、直ちに其 の 載荷朕況 を調査 して ．急 ぐ材料が下積とな

らぬ樣 ．艀取方法 を工 夫 し
、 ヌ材 料の 水揚檢收に 當つ て は、罫書工 をして徹夜作業で 檢牧掛 を應援せ

しめた の で ある。 從來 は材料水揚檢牧 よ り罫書加工 を經て 現場 へ 迭 る迄 IC、1 週間餘を要 した の で あ

る が ． 此 の 場合最 も早 き もの は、2 日間に て 現場 へ 途 り出す事が 出來た 。 〔型鋼材 502 噸（第 1 船積

載）の 縱避材及隔壁防撓材等の 罫書加工 を、4 月 7 日よ り晝夜兼行で 僅々 4 日間に て 完了 した〕。

　工 事進捗上最 も當惑 した事は，4 月 ］0 日頃到着する豫定q）第 3 船 （型鋼材 674 噸積載〕 の 入港

が 、約 3 邇 間遲延 する と云 ふ 通知に接 した時で あつ た 。 之は本船建造途上 、第二 の 痛棒で あつ た。

同船積載の 鋼 材中 6”

x6
”

及 5”

X5
”

等 の 山形材は 、底部横材、側部横材及二 重底内に使用する短 山

形 で 、 此 の 山形な し で は全然工 事 を進 める事が出來す、殆 ど絶望的 flR態で あつ た っ 然る に幸な こ とに
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鯨 工 船 目新丸 の 建 造 に 就 て 、森本猛 夫 三墨
「

は ．在庫rVl に 同寸法 の 山形が澤山 ある こ とを知 り、上 司 の 裁斷に 依 つ て 、海事 協會の 諒解を得 ． 材料

試驗 の 上 、之 を代 用する こ とに な つ た 。 之に 依 つ て 此 の
一大難關を突破す る こ とが 出來たの で あ る p

　徇茲 に 附記 し た v ・事 は taPered 　liner （終， コ3，000 枚 ） の 製作 を早期 に な した事 で あ る 。

（c）　取 　附　工 　事 　（附圖 3參照 ）

　最初隔壁類に は．地 上組立 方針を採 るか何 うか とV ・ふ 點に就 て 、關係責任者と協議 をした の で ある

が 、之 を探 用すれ ば 左舷側 へ の 運 搬捲揚
・
作業 困難 とな り、若 し箇 々 に現 場取 附をな す とすれ ば 、現場

鋲が 徒に増加 し て ．鋲打工 事 の 能牽 を低下する事に な る 。 そ e で 種 々 考究の 結果 、縱横隔壁共最下板

1 枚 通 を先 に 現場取附 をな し、其他 は 】0噸 〜 12 噸見當 の ブ ・ ツ ク と して ．地 上 組立 を行 ふ 方針 を探

る事に した 。

　所 が 前述 の 通 り型 鋼材の 到着が 遲延 した爲．プ ロ ツ ク方針を採つ た隔壁 は．防撓材な しで 鋼板 の み

の 地 上組立 とな つ た 。 夫れ で は現 場取 附を行ふ 事 も出來す ．又 地 上組立 の 場所 も狹か つ たの で 、其 の

儘積み重ね る事に した。 斯 くして 材料の 到着を待 つ て ．是等の 積み重ね た隔壁板の 間に 、夫 々 防撓材

を差込んで 取附 けたの で ある
。 之 に は非常に 困難をし たが 、 取附工 の 奮鬪に 依 つ て 數 日に して 此 の 難

工 事 を完 了した 。

　次 に 横材及 力 骨は總て 地 上組立 をな し、現 圖型に 依 つ て 各鋼板取 合短 山形 の 出入 を定 め て 、思 ぴ 切

つ て 地上鋲打 をな したの で あ るが 、其の 成績 は良好 で あつ た 。

　上 記 の 通 り一部鋼材の 到着は遲延 したが
． 搭載重 量第一

主義を以て 突進 した爲 ．（皀ljち 5 月の 1 日

平均 搭載重 量約 95 噸 ）、取 附工 は捻締方 に追 はれ る結 果 となつ た ，

　　　　　　　　　　　　　　日新丸 　搭載重量表 （船殼用鋼材の み ）

搭 　 載　 重　 量 2　 月 3　 月 ・ 則 5　 月 6 酬　　　　　　幽
7　 月

’
此
1 「r T 　 　l T T T

各 　 　 　 　 　 　 　 　 月 6 507 1，246　 i ，
，
653 1，8】2 795

累　　　　　　　　計 6 513
　　　　　 E
】，753 4，406 6，218 7，0工3

平 　　均　　 1　　 日 一 1811 45’5 9壬
’6 64’7 2S’4

最　　高　　 1　　 日 一一 146 131 18L
　　 　　 1128

51

備考　
ヱト均 1H 搭載重量 は 1 箇月 を 28 日 と し で 算 出 せ る もの

。

（d ） 鐵木工事 （船壁木工 工 事）

　搭載重量第 一主義 を探つ た關係上 、捻締作業が遲れ勝 ちと な つ た爲 ． 各部構造 が 充分固 ま ら ぬ 内

に 、 次 々 と鋼材 を搭載す る事に なつ た 。 共 の 結果船 體は狂 ひ を生 じ易い 猷態に あつ たの で 、船形 を保

持 す る爲め鐵木工 は非常に 苦心 した 。 船體 の 下 りに 樹 し て は ．下記 の 如 き對策を講 じた 。

　 1・ keel　block の 上駒の 寸法 を 、 特に 3し”
× 14tt× 6”

と した事 。 （普通 24”

× 12”

× 6”

）。
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　 2・船臺 の 兩側 に 1（） 吋角位な石 を敷き詰 めた事 。

　 3・ 腹盤木 の 位置に混凝土 を施 した事 。

　次 に鐵木 工 事 と し て 新 しく採用 した 方 法は ，從來側外板 は ．下板 上 板 共 、本取附．をな し ，其 の 位 置

を調整 して 鋲打工 事 を行ふ慣例で あつ たが 、 本船に於 て は下板丈 を取附け ．直に water 　line に依 り

其 の 位置 を定めて 、鋲打工 事 を行ふ 事に した 。

　徇本船に於て は現場當揉作業を思ひ切 つ て 少 くし 、 殆 ど總て 工 場内穿孔 と した 關係上 、鐵木工 は船

形 を正 確に 保持す る爲 め極 力努力 を した の で あ るが ．内業諸工 事の 正確 さと相俟 つ て 鋲 孔 に何等狂 ぴ

を生す る事な く、 奇蹟的に良好な る成績 を收 める事が 出來た 。 之 は急速建造上注 目すべ き事項 で あ る

と思 ふ 。

　盤木及支桂は次の 通 りで あ る
。

舟1｝　　　　　 名 キ　ー　ル 盤 木 腹 　　 盤 　　 木 船 　 底　 丈 　柱

日　 　 　 新　 　 　丸

建　　　 川　　　 丸

133箇 （30
”

x14 り

111 グ （24
”

x12
厂’

）

140 箇（4 −0”
x14 ”

）

66 ” （4，−O，，
x14

’厂

）15磁 ” 末 口 徑 創

590箇（
秉 口 徑 A”

の 1蔓”
角

材 念含 tr ）

水壓試驗に際 して ts　．上記 の 外更 に 増盤木増 支柱 を施 した 。

（e ） 鋲 打 及 墳 隙 工 事 （附圖 3 參照 ）

　本船に於 て は ． 搭載重量第
一

主義 と ．型鋼材 の 延着 との 爲 、勢ぴ 現場鋲 の 増加 を來 し
、 鋲打工 事 は

多少犧牲 とな る傾 向が あ つ た 。 叉水 壓試驗を實施す る爲 ．油槽關係の 工 事を 豫定通 り逾行す る丈で

も、相當困難 を件ふ もの で あるが、本船 に 於 て は ．更 に 上 甲板工 事 を豫定通 り完成する爲、製油關係

の 諸設備 （Hartmann 　machine
，
　pressure　boiler 及 settling 　tank 等）を早期に積込 む事 が必要 とな

り、從 つ て 第 2 甲板 の 取 附及鋲打工 事 を急 ぐ順序 とな つ て 、二 重 の 困難に 遭遇 した 。 上述 の 通 り2 つ

の 目的 を以 て 殆 ど同時に同一範園 の 工 事 を完成する爲め隨分多忙を極 め．加ふ るに熱氣甚だ し く各職

共相當苦 しん だの で あ るが 、鋲打工 及嗔隙工 の 苦痛は格 別で あつ た 。 （水壓試驗を豫定通 り途行す る

爲，外板材延着に依 り後廻 しとなつ た外板 と同時に 、唯一の 換氣孔で あ る trunk の 鋲打工 事 を行 つ

たの で 、1 つ の tank 内に於て 4 箇乃至 5 箇 の 鋲焼爐を使用 した 。 其の 時の 鋲打工 の 勞苦は杢 く筆

紙に 盡 し難 き程 で あつ た 。 徇 trunk 内の 填隙工 事 に際して は．2 人 で 5 分 闘置 き に 交代作業 をし な

けれ ば な らなか つ た）。

　　　　　　　　　　　　　　　 日　薪　丸　　鋏 鋲 數 表

釵　　 鋲　　 數 2　月　
13

　 月 4　 月 5　 月 6　 月 7　 月
一．

本 本 取 本 本 本

各 　　　　　　　　月 2 3，520247 ，036456 ，037510 ，521285 ，818

累　　　　　　　 計 曾 3
，
522250

，
558706

，
595 工，217，116

　　　　　　　11
，
502

、
934
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　　 （備 考 ） 畢 均 1 日錠 鋲 數 は 1 箇 月 を 28 日 と して 算 出 せ る も の
。 竣 工 迄 の 鼓 鋲數 は 1

，
．555，841 本 。

本船 の 實際使 用鋲重 量は下表 の 通 りで あ る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （f）　蓮搬及捲 揚作業

1竺1

　　　　　　　　　　　　　　　 鋼材の 大部分（約 80 ％）の 運搬 に は 、右隣 の gantry　erane を利

　　　　　　　　　　　　　　　用す る こ とが 出來た 。 本船臺 は捲揚裝置 と して derrick　boOm （4・5

　　　　　　　　　　　　　　　噸吊 り）23 本 と、electric 　 winch 　 10 臺の 設備で 、4・5 噸以上 の も

　　　　　　　　　　　　　　　の （外板及上 甲板の 一部） は相吊 と し 、プ ロ ツ ク （11〜 12K ．T．）は

　　　　　　　　　　　　　　　pos七 の 頭部 （4 箇所）よ り wire を取 つ て 捲揚げる事に した 。 此 の

　　　　　　　　　　　　　　　方法は ．大體 18 噸位迄捲揚可能で ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　 derrick　boom の 使用 は 普通 一時に 3 本程度で ．多 い 時 に は ・5本

見 當で あ つ た 。

　前逑 の ブ ・ ツ ク 捲揚方法は多數の boom の 使用 を妨げ、搭載重量第一主義 に 反 す る もの と も考へ

らる 。

　船殻工 事 中邏搬 工 の 活躍 は 、搭載重量第一主義を貫徹 し た 。 本主 義は鋲打工 事 を犠牲に す る傾 向が

あ るが ．大 局的に之 を見れば 矢張 り急速建造 の 一大要素で ある と思ふ 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （9 ） 水 　壓　試　驗

　工 事豫定 の 立案 に 當 つ て 最 も心 配 した事は 、水壓試驗（87 箇所 ．外に 漲水 試驗及 hose　test數拾箇

所 ）を 1 箇月間に 完 了す る事が 出來るか 何 うか とV ・ふ 點で あ つ た 。 從來の 例に依れば先づ 最少限 2 箇

月 を要 する もの と考 へ らる 。

　所で 之 を途行 し得 な い とすれば ．所期の 通 り進水 も引渡 も出來な V ・事 ic　k る 。 夫れ で 兎 に 角之 を斷

行す る こ とに した 。

　結局水壓試驗は、所期 の 通 り之 を完 了す る事が 出來 たの で あ る が ．此 の 驚異的記録 を得た主 な る素

因を擧げれば次 の 通 りで ある 。

　 1． 注水時間 の 短 縮

　　　注水喞筒 購入の 結果 、從來の 喞 筒を併せ て 、毎時約 400 噸 の 注水能 力 と な り、所要 時間 は牛

　　減 した 。

鋲 　徑 製作鋲 　1實 際 使 用 鋲
（mn ユ） 重 量 lkg） 重量 lkg ）

　912 　　　　　　16

… 436

16192225
　　　　　　　 旨

　　9，592　 　 8，578
　　　　　　　1

1：：：羅 雛l
　　 　　 　　　 I

27・3°8128 ・759

2832 1，9451 　 1，400

ヱ271 　　 75
　　　　　 ト

合　計 弼 5，80014 脚 75
　　　　　　　1
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2・ 豫 定 　嚴　守

　　毎 日平均 3 箇所乃至 4 箇所 の 割で 水壓試驗

　を實施する關係上．無方針で 之 を行ふ 時に は同

時 に隣接槽に漲水す る事 に なる。 其の 爲め最初

の 1 週間の 基本豫定は ．絶封に變更しない 方針

　を探つ た 。

3． 無 肘 板 式 構 造

　 braeke七less　 systeln で あ つ たの で 、漏水箇所が 少 くて 非常に 手數が 省けた 。

4． 檢　　　　 査

　 海事協會檢査員及船主側監督の 好意 的努力に 依 り．檢査 は大抵の 場合午前中に絡了 した の で ．

午後は次の 試驗準備に 全 力を傾注す る事が出來た。 之は特筆す べ き事柄で あ る と思ふ 。

5． 天　　　　　候

　 天 候に惠まれ ．梅雨期 中に も拘 らす 6 月 10 日よ り同 27 日迄 の 1間に
一
度 も降雨 を見 なか つ

た 。 其 の 間に 中央油槽部（45 箇所 ）の 水壓試驗 を殆 ど全部絡 了す る事が 出來た 。

6．其　　　　 他

　 注水の 翌 々 日水壓檢査 を受ける方針 を探 つ たの で あ る が ． 各匱劃の 外板 に豫 め注水 日を記入 し

て 關係者を督勵した 。 又水壓檢査絡了次 第 そ の 區劃の 外板の 塗装を實施 した 。 之 は關係者 の 氣分

を引立 て る 意味で 效果が あつ た と思ふ 。

附記　油槽水壓試驗（水高第 2 甲板 上 5’− O”

）の 際、縦横隔壁の defiectionは大體 5粍 〜 7粍程

　 度で 、 そ の permanent 　set は 0〜 1 粍程 度 で あつ た 。 般殻工 事 に は packing と して 麻布に

　 oil 　 resisting 　paint を塗 つ た もの を使 用 した 。 之 は試驗 の 上 ．鯨油tceqして も侵 され な V ・事 を

　 確めて 、探用した の で ある 。

名　　　稱 數
　　　 …
容　量 注水時間

Center　tank

Wing 　tank

Summer 　 tank

11

男

12

約 goOT

約 400 〃

約 350 ” 1

2時一20分

1− 0

　 　 50

（h ）　Hartmann 　Machine 等の 積 込

　本機は甲板 間 の 高 さ よ り高 い か も知 れな い と い ふ の で ．据付 の 件に 就て 懸念し て ゐ た 。 最初 2基到

着する や直に 現物 の 寸法 を調べ 、現 圖を引V ・て 研究 した の で あ る が 、肝腎の Charging　drum が 4 箇

共未着 で あ つ たか ら．一部不明 の 儘と し
． 第 2 次 到着を待 つ て 再調査 した結果 ．圖面寸法 よ り現物

は 5”

以 上大 で ある こ と を知 り、關係各課協議の 上 、足 の 切斷及甲板梁の 一部切取等 の 方法 を講 じて

此 の 問題 は解決された 。

　倚 6 基の 内殘 り 4 基分全部 と．前述の drnm 　4 箇が遲延 した 爲．工事進捗上一
旦上 甲板 を假取

附する事に した 。 而 して 第 2 次 到 着を待 つ て 上 甲板 を取外 し の上是等 の 積込 を行つ た の で あるが ．復

舊工事が遲れて 船橋樓構造及木甲板工 事進捗上 、多少支障 を來 した 。
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　　　　　　第 2 囘積込 　 呈｝｝‡ ll’

HAr ・M ・Illl　 nla ・hi・ ・ 4

附記　船殼工 事中急速建造に も拘 らす ．怪我木が 非常に少 く、1 人 の 犠牲者 も出さなか つ た事は

　喜 び に堪 へ ない 次第 で あ る 。

5． 艤 裝 工 事 の 大 要

　本船の 如 き亘 船の 艤裝工 事 を．進水 後の 2 箇月間で 完了せ しめ る 事は至難の 事で ある か ら 、 進水

前 に相當工 事 を進捗せ し めなければ な らぬ 譯で ある 。 之が 爲に は船殻工 事 を早期 に 完成す る必要 の あ

る 事 は勿論 で ある が ．出來得 る限 り早期に 艤裝準備に 着手 し、之に 努力 を傾注す る 事が先決 問題で あ

る と思 ふ ．

　先づ 圖面 の 製作及材料 の 取揃へ を急 ぐ事に したの で あ るが 、 當所機械工場が 多忙の 爲 、 甲板 機械 、

諸瓣及艤裝金物 の 大部分 は瓧外へ 註文 し た 。 是等 の 取揃 へ に は特に注意を拂つ た の で ある 。 外 註品に

注意を要 する理 由は．納期 の 遲 延する事 と納入 品に 相當不良品の 多い 事 とで あ る
。 之が爲め現場工 事

が遲れ勝 ち とな る の で ．納期 を嚴重 に す る は勿論 、本船 用 の 金物に 限 り、不良 の 爲め手直 しを要す る

もの は．出來得 る限 り當所 に て 手直しを行ひ ．値引の 上 之 を採用す る方針 を探 り．外註晶に 依 る 工 事

の 遲延 を極 力防止する事に した。 徇外 註品關係の 書類に 20 粍角の圃印 を用ひ ． 見別け易 くし て ，事

務 の 停滯を防止 す る事 に しfcの で ある が 、之 は相當效果が あ つ た 。

　斯 くし て 艤裝準備 も着 々 進み ．6 月下旬船殻工 事の 進 捗に 從ひ ．順次現場工 事 に着手す る事 が 出來

たの で あ る e

　艤裝工 事 中最 も重要 k もの は諸管工 事で あつ て 、其の 大部分は製油工 場及油槽内の もの で あるが ．

製 油工 場は Hartn・ann 　machine 及 pressure　boiler の 据付が 大體 6 月末に絡 つ た の で 、直 ちに 諸管

工 事に 着手 した爲 ．比較的 早 く片付き、8 月末 に は殆 ど完 成歌 態 となつ た 。 油槽 内の 工 事 は 5 月 中旬

より着手 し 6 月 中旬水壓試驗が絡 了 した箇所よ b順次本取附を行 ひ 、7 月末 に は 諸管の 現場水壓試

驗 を實施 する樣 に な り、8 月末に は殆 ど完成 したの で あ る。

　解剖 甲板 の 木 甲板工 事は 6 月下 旬に 着手 し，進水 迄に は爼板用二 重張及 skidway の 木甲板 を殘 し

殆 ど完了した 。 引楊及 解剖裝置關係 の 工 事は ． 未經驗 の 爲め設計變更 も多 く．他の 工 事に 比 して 多少

暹延 した 。

　其他操舵 ．通信 、居住、倉庫．通風裝置等 の 工 事 も豫想外に進捗 し ． 進水迄 に約 60 ％ の 工 程に 進

み 、9 月上 旬に は大 體終了す る事が 出來た次 第で ある 。
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6． 結 言

　 日 新 丸 を無事 引渡 し た今 ロ 、其の 受註 上 り引渡迄 の 全過程を囘顧 し．注目すべ き諸黜を擧げると次

の 通 りで あ る。

　 1・ 關係諸方面 よ り非常なる好意的援助 を得た事 。

　 2． 上司 を始 め之 に 關係 した從業員が精紳的努力 を傾注 し て ，協カー致各自の 任務に 専念 した事 。

　 3． 全建造期間中．天候に惠まれた事 。

　 4． 主要圖面 を購入 した爲め必要 に應 じ遲滯な く出圖 し得た事。

　 5． 多少の 改正意見 もあ つ たが ．出來る丈設計變更 をしない 方針を採 つ た事 。

　 6． twin　screw を single 　serew に 改 正 した爲 、之 に關聯 する艇材 、舵．二重 底構造及主 機臺等 の

　　改正 圖面作製に は特に 全力 を霊 した 事。

　 7． 乘組員の 増員に 件ふ 諸室隔壁等の 改正 は、略圖程度の 圖面 で緊密な連絡 と周到 な注意を以て 工

　　事 の 進捗 に努めた事 。

　 8． 材料引當表は、極力圖面 と同時に 出圖す る樣 に し た事 。

　 9． 外來の 材料 表が 完全 で あ つ た爲 、scrap が 非常に 少 か つ た事 。

10． 短期建造に 同情 を得て ．大部分の 鋼材を所要期 日に入手 し得た事。

II 　大型錬鑄物の 木型製作竝 に 註文 を早期に な した の と．製造所 の 好意 とに依 り、是等 を全部所要

　　期 日 に 入手 し得た 事。

12・ 般臺 の 改造 を斷行 し 、捲揚裝 置を 4・5 噸 吊 IVに 改めた事 。

13・ 材料運搬に隣接船臺の gantry　erane を有效に使用 し得た事 。

14． 注水能力 を増大 した事 。

15． 作業方針 を定 めた爲 め作業者 の 頭腦的勞働 を輕減 し、同時 に 各工 場 間 の 連絡に 役立 ち 、諸工 事

　　を圓滑 に 途行 し得た事 。

16． 諸工 事を正 確に行 ひ ．油防部 に於て も現場當揉作業を思ひ切 つ て減 少 した事 。

17． 鋼材の 遲延其他 の 難關に 際 し て は臨機 の 處置 を講 じて
、 極力 工 事豫定 を嚴守 した事 。

ユ8． 加工 濟材料 の 運搬竝 に 保管に 當つ て は ．之が整理 に 特 に 留意 した事 。

19． tapered　liner を豫め先に 準備 した事。　　　
’

20・ 工 事進捗 の 目標 を搭載重 量に 置き、專晴の 如何 を問はす 、搭載重量第 一圭義で突進 した事 。

21・ 側外板は下鈑の み本取附 し、直に鋲打工 事を行ふ 方針 を採 つ た事。

22． 繁忙時に杜外 の 鋲打工 を多數集 め得た事 。

23． braeketless　 system で あ つ た爲 、 現 場工 事及 水壓試驗の 際 、 非常に 手數が 省けた事 。

24． 水 壓試驗を驚異的短 期間に 終 了し得た事。
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　25・進水 工 事 を短 期間に 途行 した事。

　26． 夏季進水 の 關係上 、獸脂に 關し特に注意 した事 。

　27．船殻工 事 を進水前 に 完成 した事 。

　28．艤裝工 事 を進水迄 に 約 60 ％進捗せ しめた事 。

　29． 艤裝品の 杜外詫女 を早期 に行 つ た事 。

　30・ 肚外註文昂に して
、 納入檢査の 結果、手直しを必要 とす る もの は、納入者の 諒解の 下 に 紅内手

　　直 しを行 ひ 、値引の 上 、之 を探用す る方針 を採つ た事 。

　3L　外註品の 關係書類に 、20m ！m 角の鬮印 を用 ひ 見別 け易 くして 、事務 の 敏活を計 つ た事 。

　32． 入渠を省略 した 事（船底塗料二 號 一囘塘塗）。

33．運轉出動囘數を最少限 2 囘に 止 めた事 。

34． 浮標繋留 中 も、小型 工 作船に依 つ て 殘工 事 を片付け得た事 。

35． 4 時間以上の殘業は、可 成行はない 方針 を採 つ た事。

36． 現場作業を容易に す る爲 、通風 の 點に 考 慮した事 。

　以 上は鯨工 船 日新丸 の 短期建造 の 體驗に 基 い て
、 主 な る事項 を摘記 した の で あ るが ．今後 の 急速建

造 に對 して 多少 な りとも參考に なれば幸で ある 。 （附言 本報告 の 取纒め に は主 と して 、長谷川鍵二

君 の 手 を煩は した♂茲に 記 し て 感謝の 意 を表 し度い と思ふ ）。

討 論

O 座長 （卆賀譲君）　 只 今の 御講演に對 し御質問叉 は御討論は御座 ） ・ ませ ん か 。 御座 v・ ませ んで す

か 別に 。 御座 い ませ ん けれ ば私 よ り一言御挨拶申し上 げ ます。

　森本君は此 の 船型 と し て も新 しい 鯨工 船の 内容に 就い て 其の要領 を御読明下 され 、又今 囘は 川崎造

船 所 の 豫 て 得 意 と され る急造中 の 急造 と も云 ふ べ き鯨工 船建造 の 要領 を鼓 に 御發表下 さ い ま した 事は

今後の 鯨工 船 の 設計、建造ヌ．は他 の 船 の 急造 に於て も多大の 有釜 な資料 を會員に提供せ られ た事 と存

じま し て 、感謝す る次第で あ ります 。 皆樣 と共に 拍 手を以 て 感謝致 し度V ・ と思ひ ます 。 （一同拍手）

N 工工
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鯨 工 船 日 新 丸 要 目 表

般

要

目

船

主　 　要 　　寸 　 測
　　　　　　　　　　　　 i

舟歪｝　　主 、　燈亢　　路 　　及 　　舟皆　　級 　
1

　　　　　　　　　　　　 …
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［

　　　　　　　　　　　　：
起 工

、 進 水 及 竣 工 年 月 日 1

　　　　　　　　　　　　 ｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

設 　　計　　の 　 特　　徴 1

載貨、揚錨 、

繋留 、 引揚 、

解剖及 操舵

裝 置

　
　　　　　　　　　　　　　　　 　

随 内 容 痢
P・2，373mz

｝　　　　　　 i

］デ　　リ　 ツ　 ク　1
　 　 　 　 　 　 　 1

車 地 機 （汽 動）i
　　　　　　　l
揚 錨 機 （汽 動）1

體

賄 鋸 （汽 剃
操 　舵 　副
一一＿＿、　　 　 1

11
航 海 及 通 信 設 伽

　　　　　　　 救 　　命　　艇 1
　　救 命 設 備 　　　　　　　

…

　 亅

剖 　 　 　 端 艇 ダ ビ ツ ト 1
　 　tt− − t　　　　．＿＿＿＿− 　　　　　　　　　
　 l
　 l通 風 、煖房 、 照 明

、 淌火 及 冷
　 I

　 l凍設備
　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　

ヨ
　 1− 　　　−

　 1公 　　室 　　の 　　装 　　飾
．

　 1＿ ＿一一＿』．一．一．一一．＿＿一．．一．一．一＿
　 i　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l

　 ｝　　　　　　　　　　　　　
1

　　特　　　殊 　　　設
’
　　 備

垂 線 間 長 535 一 〇
「P

、 型 幅 74一 〇
”

、 型深 48L9 「 「

、 滿載 吃水 10・415皿 、

排水量 32
，590KT．　 總噸數 16，764、　 純噸 數 13，350、　 重量噸敷

22．工90K ．T ．

　註文 主 ： 大 洋捕鯨株式會秕 、 航行區域 ： 遠洋航路、船級 ： 帝國海事

協 會 N ．S ．崇 （Oil　earrier ）、　BS ．楽 〔Bulk　oil　carrier ）、
　 MB ．S．楽

　遞信省第 一級 船 、 漁船 規定 。

『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　一一　 『．．一一．・一

　起 工 ： 昭和 11年 2 月 26 日 、 進 水 ： 昭和 11 年 8 月 1 日、竣工 ：

　日召不0　11　年　9　月　28　日o

Isherwood’s　bracketle8s　systen1 ，　Strengむ11ening　for　ice　llaviga −

ti呱 ．

22β73m ＄

5T × 雪，10Tx2，15Tx2 ，20Tx2 ，25T × 2

5Tx23
，　15Tx 】，40Tx2

　　　　　　　　　　　　　　　　−． ． 一．一一．．L「．．一一 一

2・
× 4，io・ x2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，
12  馬 力　 1 臺

3 臺

ヒ ル シ ヨ ウ式 電 動油壓喞筒 50 馬力 1 臺、川 崎式 テ レ モ ータ ー。

電動測深儀 x1
、 方 向探 知 機 × 1

、 轉輪羅針儀 × 1、瘻準羅雲隴 x1 、

操舵羅針儀 × 2
、

無 線電 信 ： 第 1 自 勵 發 振眞空 管 式 、第 雪 水 晶制御眞空 管式 、第 3

自勵發振 プ レ ー ト變調眞空 管式 。

補助 ： 瞬滅 火 花式。

8 隻。

普 通 型 　8 組 。

　　　　　　　　　　　．．一」〒一．｛『 一　一．一．．一．一一．．．一．

邁 風 ： 自然 通 風 、 電 動通 風器 X 哇 （製油工 揚内）、 煖房 ： 蒸氣煖房、

消火及 防火 ： 蒸氣及 プ リユーガ ス
、 冷凍 ： 100，000B ．T ．U ．サ プ ロ ー

二 段多效式 、 炭酸瓦 斯冷却 機。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　− 1−一一．一一

新 日本 様 式、堅牢薦洒 。

1裂油工 場 ：　ノ、−　1・マ ソ　マ シ ン　6　基 、　プ レ ス ボ ィ　ラ ー　26 基 、　コ ン

ベ ヤ ー 2 基、セ ツ ト リ ン グ タ ン ク 4 箇、レ シ
ー

ビ ン グ タ ン ク其 他

12 箇、　ト ラ ン λ フ ア ーポ ン プ 8 臺o

N 工工
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鯨工 船 日新丸の 建造 に 就 て k 森本猛 夫 1堅．1

鯨 工 船 　日 新 丸 要 目 表 （績き）

一　般　要 　目
川崎 M ．A ．N ．　D 　8　ZU60！g。 、 複動 2 サ イ ク ル 無氣噴油式、篤徑 600

皿 m 、行程 9DOnエm 、鯖数 8
、 囘轉数 150、勅馬力 6

，
000

。

特 　　　　 徴 獨 立 の ス カ ペ ン ヂ プ ロ ーワ を裝備 す 。

主 　 　 機

清水 冷却水 ボ ン プ
、 海水冷 却水 ボ ン プ、豫備冷 却水 ボ ン プ （各 400

冷却及 潤滑裝置
In31hrX1 ）、　主 潤滑油 ボ ン プ （名

」 55n131hrX2 ）

起動 及 操縱 裝置 起 動 空 氣 溜 　2− 10皿
3− 30kg1Cln2

1 直流發電 機 300KW 　3 蘯、川崎K ．W ．6Vu 己゚

！謳3 單 働 4 サ イ ク ル
、

機 1
　陣

電 裝 置

主 　發　電 　機
450B．H ．P．450r．PJn．3 臺 。

1 補 助 及 非 常用 發電 機 20KW 　225V 　1 蚕 、
　 R2A 阪 紳單働ニ サ イ ク ル 無氣噴油 40

i　1 發 　　電 　　機 BH ．P ．450r、P．m ．1 臺 。

1 重 油 專擁 （・・ウ デ ン 式 彊壓 遖 風 ）直徑 4，200mmx 長 4，000mm 常噛
罐

關
旨 用 汽壓 13kg！cm

靄

片面 筒型 舶 用 戻管式 4 罐

…蒸氣發生 裝
置 汽罐 用 給水 ポ ン プ （汽動 ウエーヤ 式 ）35m ε1hr× 2 臺、汽罐 用 噴油 ポ

附　 屬　 器 ン プ （汽 動 ウ エ ーヤ 式 ）3・5m31hrX2 薹 、給水 加熱器 18m2x1 、重

油加熱器 12m2 　x 　1
、 逾 風器 1。000狙 ヲmin ，

蒸發器ウエーヤ 式 100t！day　4 蘯 、　蒸 溜器 ウェーヤ 式　180　t！day

部 蒸 發 器 及 造 水 裝 畳 1 盡 、 蒸 發 器 用 絵 水喞筒 30m3 　x 　1 薹、造 水 装置 用 喞筒 180　t！day

1 x1 盗 。

1　
ー　
＝　　　　　−　
I　
I
レ
其 他 の 機 關 室 内 補 機 類

起動空氣壓搾喞筒 ％ Om81hrX2 蚕、掃除空 無用 タ ーボ プ ロ 7 冖780

m81min × 1 盗 、 燃料油 常用 喞筒 15皿
3
！hrx ゴ 薹 、燃料油移 動喞筒

40m8！hrX1 薹、バ ラ ス ト喞筒150皿
31hrX2

臺、汚水喞筒30m31hr

x1 臺、雜 用 喞筒 120n13！hrX1 臺、清 水 喞筒 25n131hrX1臺、衞

生 喞筒 ％ m 瓢 r × 1 臺 、 補機 用 復 水 器 150m2xl 蠹 潤滑油清淨

L 機 1，
  lit！hr　2 蘯 、 燃料油 清淨機 1，3001it！hr　X　2 臺 。

［推
ヨ

遒 　　　　　器 壬 翼組 立 式 マ ン ガ ン 青 銅 徑 4右00m 、李 均 螺 距 （・7R ）B・945皿 。

一

測
1

輕吃水 、 排 水 量 　 12，086KT ．

運 i 毎分囘轉數　　　100　　124・5　　139石　　15を5　 160・25

蔑：遞
檜 速　 力　 試　驗

軸 　 馬　 力　　 1，675　　3，165　　4，853　　6，550　　7
，105

績 i 速 力 （節）　　9・567　 11・611　 12・941　 14・055　 1447 エ

N 工工
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鯨工 船 目新丸 の 建造 に 就 て 、 森本猛夫 塹

寫 翼 1・　 昭 和 11 年 2 月 26 日 起 工 式

寫 眞 2・昭和 11 年 4 月 1 日底 部外板 並べ 方終 り

　 　 　 　 　 （搭載重量 522T ．銭鋲數 3，522 本 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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1塑 講 演

寫 眞 3・ 昭和 11 年 4 月 11 日底部縱通材取 附 中

　 　 　 　 　 （搭葦隶重量 612　T ．鋏 負喜數 9
，
479 夲）

寫 眞 4・ 昭和 11 年 4 月 25 日縱横 隔壁 （下部 1 枚通）及び底部横材取 附絡 り

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（搭載重 量 】
，
289T ．鼓 鋲數 176，827 本）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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鯨 工 船 日新丸 の 建 造 に 就 て
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鯨工 船 目新丸の 建造 に 就 て 、 森本猛夫
生

寫眞 13・昭和 ］1 年 7 月 31 日進水前 日 （Skidway）
　　　　　　（据：載 重 量　7，013T ．餃 鋲數　】，502，934 本 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

162 難 演

1

；

1

1

囁

「

　 　 「、：　
’

　　　　、　巾
　　　　　　，

　 　 　 　 　 　 1　　，

　　　 ｛

　　　　　　　　　　　　　ト　　囁

　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　ト
　 　 ・　 　 tt　 ：　 　 　

・
　

・

　　　　　　 ：
匸ぐ　．  内　

・

　　　　　　　内　，　　　　　　　　　　　囁t／　　，
　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　’，　，　　　　

　　　「 ・・ 

丶
1
！：『il圭：：、1

’
∵ ：：、iご；

il
攀

酸

．　　　 ・．＼
づ藩

：

：
 

陶藁：ジ3；醫臥譜魅 黒．
　　　　　

’
．　ttt∵ ・

バ
：5i幾姦r鷲穿魁璽1

　　　　　　己 、：窓ぞ
：鬟☆1麟繋　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　’　げ　　　，　　　，　，　　　　　　　　　　　　’　’　　　　，　　

　 　 　 　 　　’ 　　tt　　　　　　
　　
囁内　

　
顎囁
：
：
r
　内　　　　　　巳囁曽　

　　内
内 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　、　，　　　　　　r　　’　、’　モ　囁　　囁　　　　　　’　tt

　巾 　　　　 　

『
、
　ド

内，1
冖
ミ：∵ ；：；粥婦；

E外糧 　　
　

　
巾

・
一：囁嘗∵：1

；

∴ 野1．三擁二：
罫

写 夛 i ：
　
　　　　　厂　　　　’　　　　　内　　　　　　　　　隔　’：　「　’　r　　　　　　　」　，　，　　，t．

　 囁 曽 “ 定 　　
　
　　”　 　 　

・　
　　　  　tt　　　　ド　r　．：『　t、t， 1

iti ，嬬欝 　　　　
　
＼、．、内

　　
tt

凱，
．／tt 　’鍬∴躍罷雛 　　　　　　　内　　　　　　　内　　　　　　　　　　　　r　　　　，　r　　　　　　　囁　’　　　　　　　　　　　　囁　　　　　　 　厂　，’「　’　囁” 　　　　　　　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　内　　r 舮　　r 　†　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　お　　　　　　げ　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　@　　げ　’　　　　　げ　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　”盗　訊　辞
　
　　　　　． 　 ∴

　

帯．：〆

｛：1三鷯瀞競蠧；1欝 ll 　　　　　　　　　　

．ii   譱登凱振：瓢熹
ﾔ1 　　 　　　、　　’亭 　 　　内厂　：　，， 

・ 　 　 　　，　　
@　内　　「 　 　，　 ’，　γ 肖内　　　　』　　昂　　．尸　囁

　 “ 　 　　　　　　　　　　　　内　　
　　　「　囁“

　r
　’

’
　
内　馬 ’　『　　　　

　 」｛
：
♂ 　  　 　 〜ド 1

脾了 岫 　’
，

　く
　 　 　 tt　　　　　ア．　守∵石：＼L，　　　 　 
， 1 　’ 　h 　 tt 　

囁療内
r内

　　

　 　 　 、　
・　．　　

　
囁二气；

@ 、、ド冖：；　
　
　
1
 ・

f 　 　 　
　　」眺　　

　
．

  　　　．
’｛f

^・． ．di
　 　　t・tt　：t／t

　 　 　l物；三ξ　
　 ・　ド評・ 　 内 　 　　　　’t／『　　　／．tげ’　’
， 　・　．、：　・ノ∵く；筆　　　内　　　
　鬲　内　内　　　ゴ
@ 巾 　 　　

　　　　　　　　　　’　囁　内　’　「　　　　　ト　　　　’　　　ご　 ・／t1。1，．ド　内　　　　　’　　躡　　　屮　　‘J　m　’　　　　　　　　
　　　　　r　 　　　、　「　、　　　　　　
　
　
　　　　　　 　　 　　「　　耐

　 　
　
’　

　

　　
　

　　　，
　　，

ド 　’げ　　　内　　r　　　；

こF 曽　巾内 　　

l，  　
み却
影：驚こ：

； 　内ド　　　　　　　　　’ttt鼠

　
…

　
　
．∵三 
遷
深 　

li 二1」’i： 癖雛　’　ヤ　ゴ　　’f’きtt“t．t

／ 　』∴：．，
E ’ 1∵菰箋 　　

し
　ドド　　　　　　　　　　　　　　　　ボ　リ　ド

　ド 　・’ i∴：
賑 黌

　　tt　　ニ’　　　　　　 ’，　　’　ゑ，　　　　ぽ　げ　，　　，
　 ．  i病r蕚

毒：罪　　．t”t　tt・、『」
’t． 　，　　

　
　
　　　　　　　　　

　 　げ　を，， 　　囁
　　　　’黒 　”　

ら tt　ぞ、‘ ，　　　r　　、　　　　　’　「r「　浄琴　”　、　　　 　　　　　　’tt，　　距　，浄　囁　　　　　
　 r 　、 　

　
　 ｝ 　’　”　，　

“
　
」

　
　　
ア

　　　セ，　　げ　　　　　
　　 　

　
　　　’　 　

ゐ　，　　　　　『　’内　　；　・石「順」　　　　
トニ　’　　ピ　　　’　　　　　　　

@

認
’

・

t’

t
　

／

：

ダ

．

ら

@ 　’
　
　　 　 　 　 　 　 　 ， 　 ド　 ， 尸 　 囁 　 　　 　 　 「 　 『


